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製品についての;ま意事項 
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ルに共通の機能について説明します。一部 
の機能は、お使いのコンピューターで対応 
していない場合もあります。 
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ま全に関するごを意 


A 警告！ ユーザーが义傷をしたり、コンピューターが過熱が態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて巧用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどのま面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 6095 0) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関す 
る規格に準拠しています。 
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機能 


ハードウエアの確認 

お使いのコンピユーターに付属しているコンポーネントは、国や地域、およびモデルによって異なる 
場合があります。この章の図には、ほとんどのモデルに共通の機能が示されています。 

コン ピユーターに取り付けられているハードウエアの一覽を参照するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[マイコンピユータ]の順に選択します。 

2. [システムのタスク]ウィンドウの左側の巧内で、[システム情報を表示する]をクリックします。 

3. [ハー ドウ X ア]タブー[デバイスマネージャ]の順に選巧します。 

[デバイスマネージャ]を使用して、ハードウエアの追加またはデバイス設定の変更もできます。 


表面の各部 

タツチパッド 
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名称 



説明 

(1) 

ポインティングスティック（一部のモデルの 
み）* 

ポインターを移動して、画面上の項目を選巧したり、アクティブ 
にしたりします 

(2) 

左のポインティングスティックボタン 
モデルのみ）* 

(—部の 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(3) 

タッチパッド* 


ポインターを移動して、画面上の項目を選巧したり、アクティブ 
にしたりします 

(4) 

左のタッチパッドボタン* 


外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(5) 

右のポインティングスティックボタン 
モデルのみ）* 

(一部の 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 

(6) 

タッチパッドのスクロールゾーン 


画面を上下にスクロールします 

(7) 

右のタッチパッドボタン* 


外付けマウスのちボタンと同様に機能します 

* この表では巧期設をのが態 I こついて説明しています。ポインティングデバイスの設をを表示したり変更したりするには、 
[スタート]一[コントロールパネル]一[プリンターとその化のハードウエア]一[マウス]の順に選がします 
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ランプ 


m を記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なります。 


@感働©態)處)@度)@ 



@@め爲 


名称 


説明 


(1) 

無線ランプ （ X 2) * 

• 

• 

青色：無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバ 
イス、 HP モバイルブロードバンドモジュール、または 
Bluetooth ® デバイスなどの内蔵無線デバイス（一部のモデル 
のみ）がオンになっています 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 

(2) 

電源ランプ （ X 2) 十 

• 

• 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 

点減：コンピューターがスタンバイ状態になっています 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨン状態になっています 

(3) 

バッテリランプ 

• 

• 

• 

オレンジ色に点灯：バッテリが巧電中です 

青緑色：バッテリが完全を電時に近い状態です 

オレンジ色で点滅：コンピューターの電源として/くッテリの 


みを使用していて、ローバッテリ状態になっています。完 
全なローバッテリ状態になった場合は、バッテリランプが 
すばやく点滅し始めます 

• 消灯：コンピューターが外部電源に按続されている場合、コ 
ンピューターに装着されているすべての バッ テリが完全に充 
電されると、このランプは消灯します。コンピューターが外 
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名称 

説明 

部電源に接続されていない場合は、ローバッテリ状態にな 
るまでランプは消灯したままです 

(4) ドライブランプ 

■ 青緑色で点減：ハードドライブまたはオプティカルドライ 

ブ（一部のモデルのみ）にアクセスしています 

• オレンジ色に点灯： [ HP 3 DDriveGuard ] によってハードドラ 

イブが一時停止しています 

(5) FastLook ランプ 

■ 点灯：コンピューターの電源がオンになっているか、 [HP 

FastLook ] を使巧しています 

• 点減： FastLook ボタンを押すと、ランプが5回点滅してか 

ら [HP FastLook ] が開きます 

を記： コンピューターの電源が切れているときに [HP FastLook ] 

を使用するには、 [Computer Set 叩]で [HP FastLook ] を有効にする 
必要があります 

(6) QuickWeb ランプ 

• 点灯：コンピューターの電源がオンになっているか、初期設 
定の Web ブラウザーを使用しています 

• 点減： QuickWeb ボタンを押すと、ランプが5回点減してか 
ら初期設定の Web ブラウザーが開きます 

を記： コンピューターの電源が切れているときに [HP QuickWeb ] 

を使用するには、 [Computer Setup ] で [HP QuickWeb ] をち効にす 
る必要があります 

(7) Caps Lock ランプ 

点灯： Caps Lock がオンになっています 

(8) Num Lock ランプ 

点灯： Num Lock がオンであるか、内蔵テンキーがち効な状態で 
す 

(9) ミュート（ミ肖音）ランプ 

• 青緑色：スピーカーのサウンドがオンになっているが態です 

• オレンジ色に点灯：スピーカーのサウンドがオフになってい 
ます 

(10) 音量下げランプ 

点滅：音量下げボタンを使用してスピーカーの音量を下げている 
状態です 

(11) 音量上げランプ 

点滅：音量上げ‘ボタンを使用してスピーカーの音量を上げている 
状態です 


* 無線ランプは 2 つあり、両方とも同じ情報を通知します。電源ボタンのところにある無線ランプはコンピューターを開いて 
いるときにのみ見えます。コンピューターの前面にある無線ランプは、コンピューターを開いているときも閉じているとき 
も見えます。 

t 電源ランプは2つあり、両方とも同じ情報を通知します。電源ボタンのところにある電源ランプはコンピューターを開いて 
いるときにのみ見えます。コンピューターの前面にある電源ランプは、コンピューターを開いているときも閉じているとき 
も見えます。 
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名称 


説明 


(1) 

無線ランプ （ X 2) * 

• 

青色：無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバ 
イス、 HP モバイルブロードバンドモジュール、または 
Bluetooth デバイスなどの内蔵無線デバイス（一部のモデル 
のみ）がオンになっています 



• 

オレンジ色に点灯：すべての無線デバイスがオフになってい 
ます 

(2) 

電源ランプ （ X 2) t 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

点減：コンピューターがスタンバイ状態になっています 



• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨン状態になっています 

(3) 

バッテリランプ 

• 

オレンジ色に点灯：バッテリが巧電中です 



• 

青緑色：バッテリが完全を電時に近い状態です 



• 

オレンジ色で点滅：コンピューターの電源として/くッテリの 
みを使用していて、ローバッテリが態になっています。完 
全なローバッテリ状態になった場合は、バッテリランプが 
すばやく点滅し始めます 



• 

消灯：コンピューターがか部電源に接続されている場合、コ 
ンピューターに装着されているすべてのバッテリが完全に充 
電されると、このランプは消灯します。コンピューターが外 
部電源に接続されていない場合は、ロー バッテリ状態にな 
るまでランプは消灯したままです 
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名称 


説明 


(4) 

ドライブランプ 

• 

青縁色で点減：ハードドライブまたはオプティカルドライ 
ブ（一部のモデルのみ）にアクセスしています 



• 

オレンジ色に点灯： [HP 3 D DriveGuard ] によってハードドラ 
イブが一時停止しています 

(5) 

FastLook ランプ 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっているか、 [HP 
FastLook ] を使用しています 



• 

点滅： FastLook ボタンを押すと、ランプが5回点滅してか 
ら [HP FastLook ] が開きます 



を記： コンピューターの電源が切れているときに [HP FastLook ] 

を使用するには、 [Computer Setup ] で [HP FastLook ] を有効にする 
必要があります 

(6) 

QuickWeb ランプ 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっているか、初期設 
定の Web ブラウザーを使用しています 



• 

点減： QuickWeb ボタンを押すと、ランプが5回点減してか 
ら初期設定の Web ブラウザーが開きます 



を記： コンピューターの電源が切れているときに [HP QuickWeb ] 

を使用するには、 [Computer Setup ] で [HP QuickWeb ] をち効にす 
る必要があります 

(7) 

Caps Lock ランプ 

点な 

: Caps Lock がオンになっています 

(8) 

Num Lock ランプ 

点灯 

す 

: Num Lock がオンであるか、内蔵テンキーがち効な状態で 

(9) 

ミュート（ミ肖音）ランプ 

• 

青緑色：スピーカーのサウンドがオンになっているが態です 



• 

オレンジ色に点灯：スピーカーのサウンドがオフになってい 
ます 

(10) 

音量下げランプ 

点滅：音量下げボタンを使巧してスピーカーの音量を下げている 
状態です 

(11) 

音量上げ‘ランプ 

点滅：音量上げボタンを使巧してスピーカーの音量を上げている 
状態です 

(12) 

計算機ランプ 

点な 

: Windows ® の計算機機能がオンになつています 

* 無線ランプは2つあり、両方とも同じ情報を通知します。電源ボタンのところにある無線ランプはコンピューターを開いて 
いるときにのみ見えます。コンピューターの前面にある無線ランプは、コンピューターを開いているときも閉じているとき 
も見えます。 

t 電源ランプは2つあり、両方とも同じ情報を通知します。電源ボタンのところにある電源ランプはコンピューターを開いて 
いるときにのみ見えます。コンピューターの前面にある電源ランプは、コンピューターを開いているときも閉じているとき 
も見えます。 


ボタンおよび指紋認証システム（一部のモデルのみ) 


載 注記； おほいのコンピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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名称 


説明 


(1) 電源ボタン ■ コンピューターの電源が切れているときにボタンを 

押すと、電源が入ります 

• コンピューターの電源が入っているときにボタンを 

押すと、電源が切れます 


• コンピューターがスタンバイが態のときにボタンを 
短く押すと、スタンバイが終了します 


• コンピユーターがハイ/く本ーシヨン状態のときにボ 

タンを短く押すと、ハイバネーシヨンが終了します 


コンピユーターが応答せず、 Windows の シャツ トダウン 
手順を実行できないときは、電源ボタンを5砂程度押し 
たままにすると、コンピューターの電源が切れます 


電源設定について詳しくは、[スタート]一[コントロー 
ルパネル]一[パフオーマンスとメンテナンス]一[電源才 
プシヨン]の順に選択します 


(2) FastLook ボタン • コンピューターの電源が切れているときにこのボタ 

ンを押すと 、 [HP FastLook ] が起動します 


• コン ピユーターの電源が入っているときにこのボタ 

ンを押すと 、 [HP Software Setup ] ( HP ソフトウエ 
アセットアップ）が起動します 

を記 ： [HP Software Setup ] が使用できない場合は、初 
期設定の Web ブラウザーが起動します 
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名称 


説明 

(3) 

QuickWeb ボタン 

■ コンピューターの電源が切れているときにこのボタ 

ンを巧すと 、 [HP QuickWeb ] が起動します 



• コンピューターの電源が入っているときにこのボタ 

ンを巧すと、初期設定の Web ブラウザーが起動し 
ます 

(4) 

無線ボタン 

無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は確立 
されません 

(5) 

ミュート（消音）ボタン 

スピーカーの音をミ肖したり音量を元に戻したりします 

(6) 

音量下げボタン 

コンピューターの音量を下げます 

(7) 

音量上げボタン 

コンピューターの音量を上げます 

(8) 

指紋認証システム（一部のモデルのみ） 

パスワードの代わりに指紋認証を使用して Windows に 
ログオンできます 



名称 

説明 


(1) 電源ボタン 

• 

コンピューターの電源が切れているときにボタンを 
巧すと、電源が入ります 


• 

コンピューターの電源が入っているときにボタンを 
巧すと、電源が切れます 


• 

コンピューターがスタンバイ状態のときにボタンを 
短〈押すと、スタンバイが終了します 


• 

コンピューターがハイ/くネーシヨンが態のときにボ 
タンを短〈押すと、ハイ/くネーシヨンが終了します 
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名称 


説明 



コンピューターが応答せず、 Windows のシャットダウン 
手順を実行できないときは、電源ボタンを 5 砂程度押し 
たままにすると、コンピューターの電源が切れます 



電源設定について詳しくは、 [スター ト] 一[コントロー 
ルパネル]ー レく フナーマンスとメンテナンス]一 [電源才 
プシ ヨン ] の順に選択します 

(2) 

FastLook ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにこのボタ 

ンを押すと、 [HP FastLook] が起動します 



• コンピューターの電源が入っているときにこのボタ 

ンを押すと、 [HP Software Setup] (HP ソフトウェ 
アセットアップ）が起動します 



を記： [HP Software Setup] が使用できない場合は、初 
期設定の Web ブラウザーが起動します 

(3) 

QuickWeb ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにこのボタ 

ンを押すと、 [HP QuickWeb] が起動します 



• コンピューターの電源が入っているときにこのボタ 

ンを押すと、初期設定の Web ブラウザーが起動し 
ます 

(4) 

無線ボタン 

無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は確立 
されません 

(5) 

ミュート（消音）ボタン 

スピーカーの音を消’したり音量を元に戻したりします 

(6) 

音量下げボタン 

コンピューターの音量を下げます 

(7) 

音量上げボタン 

コンピューターの音量を上げます 

(8) 

計算機ボタン 

Windows の計算機機能を起動します 

(9) 

指紋認証システム（一部のモデルのみ） 

パスワードの代わりに指缺認証を使用して Windows に 
ログオンできます 
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m を記； おほいのコンピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。 



名称 


説明 

(1) 

esc キー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表示し 
ます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて押すことに 
よって、頻繁に使巧するシステムの機能を実行します 

(3) 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のショートカットメニューを表示します 

(5) 

巧蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように使巧できます。上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 

(6) 

フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使用するシステ 
ムの機能を実行します 

― ^Miini ■■ ■■■■■! !■• ■ I 圓 I Mil ■ M ■ 11111 ■■III 圓圓 ■! 1 1 M II IMII Ml 1 ■ 1 II ■ — — I 1 ■■ ill 
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名称 


説明 

(1) 

色 SC 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表示し 
ます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて押すことに 
よって、頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(3) 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のショートカットメニューを表示します 

(5) 

内蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように使巧できます。上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 

(6) 

フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使巧するシステ 
ムの機能を実行します 



名称 

説明 

(1) Web カメラランプ（一部のモデルのみ） 

点灯： Web カメラを使巧しています 
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名称 


説明 


(2) 

ディスプレイリ IJ - スラッチ 

コンピューターを開くときに使用します 

(3) 

無線ランプ 

• 

青色：無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバ 
イス、 HP モバイルブロードバンドモジュール、または 
Bluetooth デバイスなどの内蔵無線デバイス（一部のモデル 
のみ）がオンになっています 



• 

オレンジ色に点灯：すべての無線デバイスがオフになってい 
ます 

(4) 

電源ランプ 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

点減：コンピューターがスタンバイ状態になっています 



• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨン状態になっています 

(5) 

バッテリランプ 

• 

オレンジ色に点灯：バッテリが充電中です 



• 

青緑色：バッテリが完全を電時に近い状態です 



• 

オレンジ色で点減：コンピューターの電源としてバッテリの 
みを使用していて、ローバッテリが態になっています。完 
全なローバッテリ状態になった場合は、バッテリランプが 
すばやく点滅し始めます 



• 

消灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コ 
ンピューターに装着されているすべてのバッテリが完全にお 
電されると、このランプは消灯します。コンピューターが外 
部電源に接続されていない場合は、ロー バッテリ状態にな 
るまでランプは消灯したままです 

(6) 

ドライブランプ 

• 

青緑色で点滅：ハードドライブまたはオプティカルドライ 
ブ（一部のモデルのみ）にアクセスしています 



• 

オレンジ色に点灯 ： [HP 3 D DriveGuard ] によってハードドラ 
イブが一時停止しています 

(7) 

スピーカー 

サウンドを出力します 


右側面の各部 


m を記. おほいのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 
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名称 


説明 

(1) 

メディアカードリーダー 

レ:1下のフォーマットの別売のメディア カー ドに対応しています 

• メモリースティック 

• メモリースティック PRO 

• メモリースティック Duo (アダプターが必要） 

• メモリースティック Duo PRO (アダプターが必要） 

• マルチメディアカード 

• マルチメディアカードプラス 

• SD (Secure Digital ) メモリーカード 

• SDHC CSD High Capacity ) メモリーカード 

• microSD メモリーカード（アダプターが必要） 

• xD ピクチャーカード 

(2) 

アップグレードベイ 

オプティカルドライブまたはハードドライブを装着できます 

(3) 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスをを続します 

(4) 

1394コネクタ 

ビデオカメラなど、別売の IEEE 1394または 1394 a デバイスを 
接続します 

(5) 

RJ -11 (モデム）コネクタ 

モデムケーブルを接続します 

(6) 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに接続しま 
す 

を記： セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、 
コンピューターの盜難や誤った取り扱いを完全に防ぐものではあ 
りません 


か 



0(§)0 


名称 説明 

(1) メディアカードリーダー レ: I 下のフォーマットの別売のメディアカードに対応しています 

• メモリースティック 

• メモリースティック PRO 

• メモリースティック Duo (アダプターが必要） 
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名称 説明 


• 

メモリースティック Duo PRO (アダプターが必要） 

• 

マルチメディアカード 

• 

マルチメディアカードプラス 

• 

SD (Secure Digital ) メモリーカード 

な 

SDHC CSD High Capacity ) メモリーカード 

♦ 

microSD メモリーカード（アダプターが必要） 

• 

xD ピクチャーカード 


(2) 

アップグレードベイ 

オプティカルドライブまたはハードドライブを装着できます 

(3) 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 

(4) 

1394コネクタ 

ビデオカメラなど、別売の IEEE 1394または 1%4 a デバイスを 
接綿します 

(5) 

シリアルコネクタ 

シリアルモデム、マウス、プリンターなど、別売のデバイスを接 
続します 


左側面の各部 

© 

9 
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名称 


説明 

(1) 

ExpressCard スロット 

別売の ExpressCard をサポートしています 

(2) 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 



を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を巧って 
いるときに巧部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

(3) 

DisplayPort 

高性能なモニターやプロジェクターなどの別売のデジタルデイス 
プレイデバイスを接続します 

(4) 

USB コネクタ （ X 2) 

別売の USB デバイスをを続します 


14 第1章機能 


























名称 



説明 

(5) 

eSATA / USB コネクタ 

eSATA か部/ドドライブなどの高性能な eSATA コンポーネン 
卜、または別売の USB デバイスをを続します 

(6) 

オーディオ入力 

(マイク）コネクタ 

別売のコンピューター用へッドセットのマイク、ステレオアレ 
イマイク、またはモノラルマイクを接綿します 

(7) 

オーディオ出力 

(へツ ドフホン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 


ン、ヘッドセット、またはテレビオーディオを接続したときに、 
サウンドを出力します 


を記： ヘッドフナンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 


背面の各部 

鞍 を晶^ も'使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 





名称 


説明 

(1) 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(2) 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(3) 

電源コネクタ 

AC アダプターをを続します 



⑥© @©贷 


名称 


説明 


(1) セキュリティロックケーブル用スロット 別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに接続しま 

す 

を記： セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、 
コンピューターの盜難や誤った取り巧いを完全に防ぐものではあ 
りません 


(2) RJ -11 (モデム）コネクタ 


モデムケーブルを t ま続しまず 
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名称 


説明 

(3) 

RJ-45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(4) 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(5) 

電源コネクタ 

AC アダプターを接綿します 


暴面の各部 

(D@) 



⑩獲) 


名称 


説明 

(1) 

SIM スロット 

無線幻 M (Subscriber Identity Module) 力ードがあります（一部 
のモデルのみ）。 SIM スロットは、バッテリベイの中にあります 

(2) 

バッテリリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 

(3) 

バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(4) 

オプションバッテリコネクタ 

別売のオプシヨンバッテリをを続します 

(5) 

ドッキングコネクタ 

別売のドッキングデバイスをを続します 

(6) 

通気孔 CX6) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 


ず 

を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を巧って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 


(7) 

ドドライブベイ 

ハードドライブが装着されています 

(8) 

r 

メモリモジュールコンパートメント 

拡張メモリモジュールスロットがあります 
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名称 


説明 

(9) 

Bluetooth コンパートメント 

Bluetooth デバイスを取り付けます 

(10) 

アップグレードベイ 

オプティカルドライブまたはハードドライブを装着できます 

(11) 

無線コンパートメント 

HP モバイルブロードバンドモジュール（一部のモデルのみ）お 


よび無線 LAN モジュール（一部のモデルのみ）があります 

注記： システムの応答停止を防ぐため、無線 LAN モジュール 
を交換する場合は、日本国内の無線デバイスの認定/承認機関でこ 
のコンピューター用に認定された無線モジュールのみを使用して 
ください。モジュールを交換した後に エラー メッセージが表示さ 
れる場合は、モジュールを取り外してコンピューターを元の状態 
に戻した後で、[ヘルプとサポート]からサポート窓□にお問い合 
わせください 


ディスプレイの各部 

m を晶^ お使いのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。 



名称 


説明 

(1) 

内蔵マイク （ X 2) 

サウンドを録音します 



を記： それぞれのマイク開口部の横のマイクアイコンは、コン 
ピューターにマイクが内蔵されていることを示しています 

(2) 

Web カメラランプ（一部のモデルのみ） 

点灯： Web カメラを使庙しています 
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名称 


説明 

(3) 

Web カメラ（一部のモデルのみ） 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

(4) 

内蔵ディスプレイスイツチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じる 
と、ディスプレイの電源が切れるかスタンバイが起動します 



を記： ディスプレイスイッチはコンピューターの外側からは見 
えません 


無線アンテナ（一部のモデルのみ） 

鞍 を記 . お使いのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。 



名称 


説明 


(1) 

無線 WAN アンテナ （ X 2) * 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する無線信 
号を送受信します 

(2) 

無線 LAN アンテナ （ X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク 
信号を送受信します 

(無線 LAN ) で通信する無線 

* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、 
置かないで〈ださい。 

アンテナの周困には障害物を 


お住まいの地域の無線に関する規定情報については、『規定、を全、および環境に関するごま意』を 
参照してください。これらの規定情報には、[ヘルプとサポ ー ト]からアクセスできます。 
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その他のハードウェアコンポーネント 



名称 


説明 

(1) 

電源コード* 

AC アダプターを電源コンセントに接続します 

(2) 

AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

(3) 

バッテリ* 

コンピューターが外部電源に接続されていないときに、コンピュー 
ターに電力を供給します 

*バッテリおよび電源コードの外観は国や地域によ 
いる電源コードをお使いください。付属の電源コ- 

つて異なります。この製品を日本国内で使巧する場合は、製品に付属して 
-ドは、他の製品では使用できません。 


ラベルの確認 

コン ピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解みしたり、 コン ピューターを日本 
国外で使巧したりするときに必要な情報が記載されています。 

• シリアル番号ラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 



ラベルの確認 19 




















名称 

(1) 

製品名 

(2) 

シリアル香号 

(3) 

製品香号 

(4) 

保証期間 

(5) 

モデルの説巧（一部のモデルのみ） 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせをするときに必要です。シリアル番号ラベルは、 
コン ピューターの裏面に貼付されています。 

• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows のプロ ダクトキー （Product Key、Product ID ) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要になる場合があります。このラベルは、コンピューターの裏面に 
貼付されています。 

• 規定ラベル：コンピューターのち見をに関する情報が記載されています。規定ラベルは、バッテ 
リベイ内に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。オプションのデバイスは、無線口一力 
ルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイスや Bluetooth デバイスなどです。1つな上の無線 
デバイスを使用している機種には、1つな上の認定ラベルが貼付されています。日本国外でモデ 
ムを使巧するときに、この情報が必要になる場合があります。無線語を/認証ラベルは、コン 
ピューターの裏面に貼付されています。 

• SIM (Subscriber Identity Module ) ラベル（一部のモデルのみ ）： SIM のに CID (Integrated 
Circuit Card Identifier ) が記載されています。このラベルは、バッテリベイ内に貼付されていま 
す。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバイ 
ルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、バッテリべ 
イ内に貼付されています。 
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2 無線、モデム、およびローカルエリアネッ 
トワーク 


無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

無線は術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げし、ただいた 

コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自を、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線口ーカルエ 
リアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれます）じ接続 
します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルータまたは無線アクセスポイントと 
通信します。 

• HP モバイルブロ ード'バンドモジュール：モバイルネットワーク事業をのサービスが利巧でき 
る場所であればどこでも情報にアクセスできる、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) 
デバイスです。無線 WAN では、各モバイルデバイスはモバイルネットワーク事業をの基地局 
と通信します。モバイルネットワーク事業をは、地理的に広い範囲に基地局（携帯電話の通信 
塔に似ています）のネットワークを設置し、県や地域、場合によっては国全体にわたってサービ 
スエリアを効率的に提供します。 

• Bluetooth デバイス：他の Bluetooth 対■応デバイス（コンピューター、電話機、プリンター、へッ 
ドセット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリアネットワーク （ PAN ) 
を確立します。 PAN では、各デバイスが他のデバイスと直接通信するため、デバイス同±が比 
較的近距離になければなりません（通常は約10 m な内）。 

無線 LAN デバイスを搭載したコンピューターは、な下の IEEE 業界標準のうち1つな上に対応して 

います。 

• 802.1化：最柳こ普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g :最大54 Mbps のデータ転送速度をサポートし、 2.4 GHz の周ぶ数で動作します。 
802.1 1 g の無線 LAN デバイスは802.1化デバイスとの後方互換性があるため、両方を同じネッ 
トワークで使用できます。 

• 802.11 a :最大54 Mbps のデータ転送ま度をサポートし、5 GHz の周ぶ数で動作します。 


歐 を記._ 802.1 1 a は802.1化および802.1 1 g との互換性はありません。_ 

• 802.1 1 n は最大450 Mbps のデータ速度をサポートし、 2.4 GHz または5 GHz で動作します。 

802.11 a 、 b 、 g との互換性があります。 

無線巧術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さし、。 
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無線アイコンとネットワークアイコンの確認 


アイコン 

名前 

説明 

((1)) 

無線けき続巧み） 

コンピューターのハードウエアとしての無線ランプおよび無線ボタン 
の位置を示します。ソフトウ X アとしては、コンピューター上の [HP 
Wireless Assis ね nt ] ソフトウエアを示し、また1つ上の無線デバイ 
スがオンになっていることを表します 

(‘巧 

無線（切断巧み） 

コンピューター上の [HP Wireless Assis ね nt ] ソフトウエアおよびすベて 
の無線デバイスがオフになっていることを示します 


HP Connection 
Manager 

[HP Connection Manager ] を開きます。 [HP Connection Manager ] で 
は、 HP モバイルブロードバンドデバイスを巧用したを続を作成でき 
ます（一部モデルのみ） 

巧 

ネットワークステー 
タス（接綿清み） 

1つ上のネットワークドライバーがインス！-ールされていて、1つ 
じ L 上のネットワークデバイスがネットワークに接続されていることを 
示します 

m 

ネットワークステー 
タス（切断清み） 

1つ上のネットワークドライバーがインストールされているが、ど 
のネットワークデバイスもネットワークに接綿されていないことを示 
します 


無線コントロールの使用 

な下の機能を使巧して、コンピューター本体の無線デバイスを制御できます。 

• 無線ボタン 

• [HP Wireless Assistant ] ソフトウ X ア（一部のモデルのみ） 

• [HP Connection Manager ] ソフトウ；！:ア（一部のモデルのみ） 

• オペレーティングシステムの制御機能 

無線ボタンの使用 

コンピューターには無線ボタン、1つレ: i 上の無線デバイス、2つの無線ランプがあります。出荷時の 
設定では、コンピューターのすべての無線デバイスは有効になっているため、コンピューターの電源 
を入れると青い無線ランプが点灯します。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。無線ランプが青色に点なしている場合は、少なくとも1つの無線デバイスが才 
ンになっていることを示しています。無線ランプがオレンジ色の場合は、すべての無線デバイスが才 
フになっていることを示しています。 

出荷時の設をではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、複数の無線デバイスの才 
ンとオフの切り替えを、無線ボタンで同時に行うことができます。無線デ/くイスのオン/ナフを個別に 
制御するには 、 [HP Wireless Assistant ] ソフトウェア（一部のモデルのみ）または [Computer Setup ] を 
使用します。 
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野 を記： 無線デバイスが [ComputerSe 山 P ] で無効になっている場合、無線ボタンはそのデバイスを再 
び有効にするまでは巧巧できません。 


[HP Wireless Assistant ] ソフトウェアの使用（一部のモデルのみ） 

無線デバイスは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアを巧巧してオンとオフを切り替えることができ 
ます。無線デバイスがに omputer Setup] で無効になっている場合、 [HP Wireless Assistant] を使巧して 
そのデバイスのオンとオフを切り替えるには、 [Computer Setu P ] で有効に設定しなおしておく必要が 
あります。 


野を 記： 無線デバイスを有効にしても（オンにしても）、コンピューターがネットワークまたは 
Bluetooth 対応デバイスに自動的に接続されるわけではありません。 


無線デバイスの状態を表示するには、な下のどちらかの操作を行います。 

• タスクバーのち端の通知領域にある無線アイコンの上に力ーソルを置きます。 

または 

• 通な領域にあるアイコンをダブルクリックして [HP Wireless Assis ね n 口を起動します。 

詳しくは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

1. 通知領域にあるアイコンをダブルクリックして [HP Wireless Assis ね n 口を起動します。 

2. [ヘルプ]ボタンをクリックします。 

[HP Connection Manager ] の使用（一部のモデルのみ） 

おほいの コン ピューターの HP モバイルブロードバンドデバイスを使用して無線 LAN に接続するに 
は、 [HP Connection Manager] を使巧します。 

▲ [HP Connection Manager] を開くには、タスクバーのち端の通お]領域にある [HP Connection 
Manager ] アイコンをクリックします。 

または 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Connection Manager ] の順に選巧します。 

[HP Connection Manager ] の使 巧ちまに ついて 詳しくは、 [HP Connection Manager] ソフトウ;!:アのへ 
ルプを参照してください。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

-部のオペレーティングシステムでは、オペレーティングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接続を管理する方まが提供されています。たとえば、 Windows の[ネットワークち続]で 
は、接続のセットアップ、ネットワークへの接続、無線ネットワークの管理、および接続の診断と修 
復が行えます。 

[ネットワーク接続]にアクセスするには、[スタート]一[コントロールパネル]一[ネットワークとイン 
夕ーネット接続]一[ネットワーク接続]の順に選択しま手。 

詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。アクセスするには、[スタート]一[ヘルプとサポー 
卜]の順に選がします。 
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無線 LAN デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

無線 LAN デバイスを使巧すると、無線ルータまたは無線アクセスポイントじよってリンクされた、 
複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 
LAN ) にアクセスできます。 


m を記： 無線ルータと無線アクセスポイントという巧語は、同じ意味で使巧されることがよくありま 
す。 


• 企業または公共の無線 LAN など、大規模な無線 LAN では通常、大量のコンピューターおよび周 
辺機器に対応したり、重要なネットワーク機能を分離したりできる無線アクセスポイントを使 
用します。 

• ホームオフィス 無線 LAN や スモールオフィス 無線 LAN では通常、無線 ルー タを使用して、複 
数台の無線接続または有線接結のコンピューターでインターネット接続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加のハードウエアやソフトウてアは必要ありません。 


敷 注記； おほいのコンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN イ 
ンフラストラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される） 
に接続する必要があります。 


無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、な下のような準備が必要です。 

• ブロード'バンドモデム （ DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー(旧 P ) が提供する高まインターネットサービス 

• 無線ルータ（別売） （2) 

• 無線 コン ピュ ータ ー (3) 

下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 



お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルータの製造元または旧 P から提供されている情報を 
参照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盜聴を防ぐための機能しかありません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネットカフてや空港などで利巧できる公を無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 
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る新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダーによって開発 
されている段階です。無線 LAN スポットを利巧するときにコンピューターのセキュリティに不安があ 
る場合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン程 
度にとどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレベル 
は 、 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) と WEP (Wired Equivalent Privacy ) です。無線信号はネット 
ワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デ/くイスに保護されていない信号を拾われ、（許巧しな 
い状態で）ネットワーク I こ接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得されたりする巧 
能性があります。ただし、事前に巧まを取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使巧する 

無線基地局、ゲートウエイ、またはルータといった無線トランスミッタのをくには、無線セキュ 
リティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適切な 
無線トランスミッタを使巧すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネットワーク 
を保護できます。 

• ファイアウナールを利巧する 


ファイアウナールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要ホをチてックし、疑わし 
いデータを破棄する防御壁です。利用できるファイアウナールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウてアとハードウてアの両ちがあります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使用します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利用できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解ままを、な下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーでな号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを使巧できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
キーを生成したり、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない化のューザーが無線 LAN を使巧することはできなくなります。 

。 WPA (Wi-Fi Protected Access) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネッ 
トワークから送信されるデータの暗号化および復号化を行います。ただし、 WEP のように 
1つの決められたセキュリティキーを利巧して暗号化を行うのではなく 、 「TKIPj (temporal 
key integrity protocol ) を使巧してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、 
ネットワーク上にある コン ピューターごとに異なるキーのセットを生成します。 

• ネットワークを閉じる 

可能であれば、ネットワーク名 （ SSID ) が無線トランスミッタによってブロードキャスト（送 
信）されないようにします。ほとんどのネットワークは、最ネ刀にネットワーク名をブロードキャ 
ストして、利用可能であることを近くのコンピューターに伝えます。ネットワークを閉じれば、 
お使いのネットワークの存在が他のコンピューターから知られにく くなります。 


鞍を 記： ネットワークを閉じて SSID がブロードキャストされないようにした場合、新しいコン 
ピューターをネットワークに接続するには、その SSID を知っているか覚えていることが必要に 
なります。 SSID を書き留めて、許可のない人の目にふれない安全な場所に保管してから、ネッ 
トワークを閉じるようにしてください。 
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無線 LAN への接続 

無線 LAN に接結するには、な下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが青色に点なしています。無線ランプがナレンジ色の場合は、無線ボタンを巧します。 

2. [スタート]一[接続先]の順に選択します。 

3. -覧から目的の無線 LAN を選択し、必要に応じてネットワークセキュリティキーを入力しま 
す。 

• ネットワークのセキュリティ設定がされていない場合は、誰でもこのネットワークにアクセ 
スできるため、警告メッセージが表示されます。警告メッセージを確認し、接続を完了する 
には、[接続]をクリックします。 

• ネットワークがセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードであ 
るネットワークセキュリティキーの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入 
力し、[接続】をクリックして接結を完了します。 


寶 を記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルータまたはアクセスポイントの範囲外 
にいることを示します。 

を記： を結したいネットワークが表示されない場合は、[すべての接続を表示する]をクリック 
します。新しいネットワーク接続の作成や、接続の問題のトラブルシューティング方法などを含 
むオプションの一覧が表示されます。 


を結完了後、タスクバーち端の通知領域にあるネットワークステータスアイコンの上にマウスポイ 
ンターを置くと、接続の名前、ま度、強度、およびステータスを確認できます。 


鞍 を記. 動作範困（無線信号が届く範团）は、無線 LAN の実装、ルータの製造元、および壁や巧など 
の建造物やその化の電子機器からの干渉に応じて異なります。 


無線 LAN の使用方まに ついて 詳しくは、な下の リソース を参照して〈ださい。 

• インターネットサービスプロバイダーり SP) から提供される情報や、無線ルータやその化の無 
線 LAN 機器に添付されている説明書等 

• [ヘルプと サポート] で 提供されている情報や、そこにある Web サイトのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧については、旧 P に問い合わせるか Web を検索して〈ださい。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「無線 LAN スポット」などのキーワードで検索でき 
ます。それぞれの公共無線 LAN の場所について、費巧とち続要件を確認します。 

企業無線 LAN へのコンピューターの接続について詳しくは、ネットワーク管理をまたは IT 部門に問 
い合わせてください。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
に接続されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN に接続するために最初に行つた操作をもう一度実行してください。 
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HP モバイルブロー ドバンドの使用 （ 一部のモデルおよび一部 
の国や地域のみ） 

HP モバイルブロードバンドを使用すると、 コン ピューターで無線ワイドエリアネットワーク 
( WWAN ) を使巧できるため、無線 LAN の使巧時よりも、よりをくの場所のより広い範囲からイン 
夕ーネットにアクセスできます。 HP モバイルブロ ードバンドを使巧するには、ネットワークサービ 
スプロバイダー(モバイルネットワーク事業をと呼ばれます）と契約する必要があります。ネット 
ワークサービスプロバイダーは、ほとんどの場合、携帯電話事業をです。 HP モバイルブロードバ 
ンドの対応範囲は、携帯電話の通話可能範囲とほぼ同じです。 


モバイルネットワーク事業をのサービスを利巧して HP モバイルブロードバンドを巧用すると、出張 
や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、電子メール 
の送信、および企業ネットワークへの接続が常時巧能になります。 

HP は、な下のテクノロジをサポートしています。 


• HSPA (High Speed Packet Access ) は 、 GSM (Global System for Mobile Communications ) 電 
気通信標準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

• EV-DO (Evolution Data Optimized ) は 、 CDMA (Code Division Multiple Access ) 電気通信標準 
に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

モバイルブロ ード'バンドサービスを有効にするには、 HP モバイルブロー ドバンド' モジユールのシ 
リアル番号が必要な場合があります。シリアル番号は、コンピューターのバッテリベイの内側に貼付 
されているラベルに印刷されています。 


モバイルネットワーク事業をによっては 、 SIM (Subscriber Identity Module ) が必要な場合がありま 
す。 SIM には 、 PIN (個人識別番号）やネットワーク情報など、ユーザーに関する基本的な情報が含 
まれています。コンピユーターには、 SIM がバッテリベイにあらかじめ装着されています。 SIM があ 
らかじめ装着されていない場合、 SIM は、コンピユーターに付属している HP モバイルブロードバン 
ド情報に含まれているか、モバイルネットワーク事業をから別途入手できることがあります。 

SIM の装着と取り出しについて詳しくは、な下の 「 SIM の装着」と 「 SIM の取り出し」を参照してく 
ださい。 

HP モバイルブロードバンドに関する情報や、推奨されるモバイルネットワーク事業をのサービスを 
ち効にするちまについては、コンピユーターに付属しているモバイルブロードバンド情報を参照して 
ください。詳しくは、 HP の Web サイト、 httD://www. hD.com/ao/mobilebroadband/ を参照してくださ 
い。 

SIM の装着 


A を意： SIM を装着するときには、力ードの义けた一角が図に示された位置にくるようにしてくださ 
し、。 SIM を上下または裏表反対に挿入した場合、カチッという音はせず、バッテリは正しく固定され 
ずに SIM および SIM コネクタが損傷するおそれがあります。 

コネクタの損傷を防ぐため、 SIM を装着するときは無理な力を加えないでください。 


SIM を装着するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次 
にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 
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4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、をました平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM を SIM スロットに挿入し、しっかり固をされるまでそっと押し込みます。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

m を!打_ バッテリを装着しなおさないと、 HP モバイルブロードバンドは無効になります。 

9. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

10. コン ピューターの電源を入れます。 


SIM の取り出し 

SIM を取り出すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを巧してコンピューターの電源を入れます。次 
にナペレーテイングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターにち続されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、をました平らな場所に置きま 
す。 

6. バッテリを取り外します。 
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SIM をいったんスロットに押し込んで（1)、固定を解除してから取り出します（2)。 



バッテリを取りイ寸けなおします。 

コンピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 
コンピューターの電源を入れます。 
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Bluetooth 無線デバイスの使用 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を巧 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター ( デスクトップ、ノートブック、 PDA) 

• 電話機（携帯、 コードレス、スマートフォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才ーディナデバイス（ヘッドセット、スピーカー) 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network) を設まできるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方まについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有（に S ) 

ホストとして 1 台のコンピューターに Bluetooth を設定し、そのコンピューターをゲートウエイとし 
て利巧して化のコンピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使巧して 2 台な上のコンピューターを接続する場合、インターネット接続共 
有 (ICS) が巧能なコンピューターはそのうちの 1 台で、他のコンピューターは团 uetooth ネットワー 
クを利用してイ ンターネットに接続することはできません。 

Bluetooth は、お使いのコンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時接結しておくことはできません。 
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無線接続に関する問題のトラブルシューティング 

無線接続に関する問題の原因として、な下のようなものがちえられます。 

• 無線デバイスのインストールに失敗した、または無線デバイスが無劾である。 

• 無線デバイスまたはルータのハードウてアが故障した。 

• ネットワーク設を （ SSID またはセキュリティ）が変更された。 

• 無線デバイスが他のデバイスからの干渉を受けている。 


賢 を記： 無線ネットワークデバイスは、一部のモデルにのみ搭載されています。無線ネットワーク機 
能がコンピューターの基本機能として搭載されていない場合は、無線ネットワークデバイスを購入し 
てコンピューターに追加できます。 


ネットワーク接結の問題を解まする可能性のある方法を1つずつ実行する前に、すべての無線デバイ 
スじついて、デバイスドライバーがインストールされていることを確認してください。 

使巧したいネットワークに接続できないコンピューターの該断および修復を行うには、この章で説明 
する手順を実行してください。 

無線 LAN 接続を作成できない場合 

無線 LAN への接続で問題が発生している場合は、内蔵無線 LAN デバイスがコンピューターに正しく 
取りイ寸けられていることを確認してください。 

1. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. [マイコン ピュータ]ウィンドウをちクリックします。 

3. [ プロパティ ] 一 [ ハードウエア ] 一[デバイス マネージャ ] 一 [ネッ トワーク アダプター ] の順に選巧し 
ます。 

4. [ネットワークアダプター]の一覧で無線 LAN デバイスを確認します。無線 LAN デバイスの場合 
は、「無線」、「無線 LAN 」、「 WLAN 」、 または「802.11」などと表示されます。 

無線 LAN デバイスが表示されない場合は、お使いのコンピューターに無線 LAN デバイスが内蔵 
されていないか、無線 LAN デバイス用のドライバーが正しくインストールされていません。 

無線 LAN のトラブルシューティングについて詳しくは、 [ ヘルプとサポート ] に記載されている Web 
サイトへのリンクを参照してください。 
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優先ネットワークに接続できない場合 

Windows では、問題のある無線 LAN 接続を自動で修復できます。 

• タスクバーち端の通知領域にネットワークステータスアイコンがある場合は、そのアイコンを 
右クリックして、メニューから[修復]をクリックします。 

Windows は、ネットワークデバイスをリセットし、優先ネットワークの1つに巧接続を試みま 
す。 

• ネットワークステータスアイコンの上に [X] が表示されている場合は、1つな上の無線 LAN ドラ 
イバーまたは LAN ドライバーがインストールされているものの、コンピューターは接続されて 
いないが態です。 

• ネットワークステータスアイコンが通な領域に表示されていない場合は、な下の操作を行いま 
す。 

1 . [スタ ート]一 [コントロ ー ルパネル ] 一[ネット ワ ー クとインタ ー ネット 接続]一[ネット ワ ー ク 

接続]の順に選択します。 

2. 目的の接続をクリックします。 

3. 左側の枠内で、 [この 接続を修復する]をクリックします。 

[ネットワーク接続]ウィンドウが表示され、 Windows は、ネットワークデバイスをリセッ 
卜し、優先ネットワークの1つに再接続を試みます。 

現在のネットワークセキュリティコードが使用できない場合 

無線 LAN に接続するときにネットワークキーまたは SSID の入力を求めるメッセージが表示された 
場合、そのネットワークはセキュリティ設をによって保護されています。セキュリティ設定で保護さ 
れているネットワークに接結するには、現在のコードが必要になります。 SSID およびネットワーク 
キーは半角英数字のコードで、ネットワークに対してお使いのコンピューターを認証します。 

• お使いの無線ルータに接続されているネットワークの場合は、そのルータの説明書を参照し、 
ルータと無線 LAN デバイスの両方に同じ SSID コードを設定します。 

• 会社のネットワークや、公開インターネットチャットなどのプライべートネットワークの場合 
は、ネットワーク管理をに問い合わせてそれらのコードを入手し、コードの入力を求める画面が 
表示されたときに入力します。 

ネットワークによっては、ルータやアクセスポイントで使用されている SSID をを期的に変更し 
て、セキュリティの向上を図っている場合があります。このを更に応じて、対応するコードをお 
使いのコンピューターで変更する必要があります。 

な前に接続したことがあるネットワーク用に新しいネットワークキーや SSID が提供されている場 
合、そのネットワークに接続するには、な下の操作を行います。 

1. [ スタート ] 一[コ ントロ ールパネル ] 一[ネット ワークとインターネット接続 ] 一[ネット ワーク接 

続]の順に選択します。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

2. 目的のネットワークをちクリックし、[プロパティ]をクリックします。 

3. [ワイヤレスネットワーク]タブをクリックします。 
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4. ネットワークを選択し、 [ プロパティ ] をクリックします。 


歐 を記. 使巧するネットワークが一覧にない場合は、ネットワーク管理をに連絡して、ルータま 
たはアクセスポイントが稼動していることを確認してください。 


5. [アソシエ ー シヨン ] タブをクリックし、無線の暗号化に必要なデータを [ネットワ ークキー ] フィー 
ルドに正しく入力します。 

6. [〇のをクリックしてこれまでの設をを保巧します。 

無線 LAN 接続が非常に弱い場合 

接結が非常に弱い場合、またはコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、な下の方法を参ち 
に他のデバイスからの干渉を最小化します。 

• コンピューターを無線ルータまたはアクセスポイントに近づけます。 

• 干渉を受けないようにするために、電子レンジ、コードレス電話、または携帯電話などの無線デ 
バイスの電源を一時的に切断します。 

接続品質が向上しない場合は、デバイスのすべての接続値が強制的に再設定されるように、な下の操 
作を行ってみてください。 

1. [ スタート ] 一[コントロ ールパネル ] 一 [ ネットワークとインターネット接続 ] 一[ネットワーク接 

続]の順に選択します。 

2. 目的のネットワークを右クリックし、 [ プロパティ ] をクリックします。 

3. [ ワイヤレスネットワーク ] タブをクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

4. ネットワークを選択し、[削除]をクリックします。 

無線ルータに接続できない場合 

無線ルータに接続しようとして失敗した場合は、その無線ルータの電源を10〜15救間オフにして、 
リセットしてください。 

それでもコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、無線ルータを再起動してください。詳し 
くは、ルータの製造元の説明書を参照してください。 
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モデムの使用（一部のモデルのみ） 

おほいのコンピューターの内蔵モデムをアナログ電話回線に接続するには、6ピンの RJ -11 モデム 
ケーブル（別売）を使巧する必要があります。国や地域によっては、各国または各地域仕様のモデ 
ムケーブルアダプター(別売）も必要な場合があります。デジタル構内回線 ( PBX ) システム巧の 
コネクタは、アナログ電話回線用のモジュラーコンセントと似ていますが、このモデムには使用でき 
ません。 


A 警告！ 内蔵アナログモデムをデジタル回線に接続すると、モデムが損傷して恒久的に使用できなく 
なる場合があります。間違えてモデムケーブルをデジタル回線に接続した場合は、すぐに取り外して 
ください。 


モデムケーブルに、テレビやラジオからの干渉を防止するノイズ抑制コア （1) が取り付けられてい 
る場合は、コアが取り付けられているほうのケーブルの端口）をコンピューター側に向けます。 



モデムケーブルの接続 

A 誓吾!~ 火傷や感電、义お、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブル（別売）または電話ケーブルを 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 

モデムケーブルを接結するには、レ: i 下の操作を行います。 

1. モデムケーブルをコンピューター本体のモデムコネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルのもう一ちの端を電話回線巧モジュラーコンセントに接続します口）。 
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各国または地域仕様のモデムケーブルアダプターの接続 

モジュラーコンセントは、国や地域によって異なります。国外でモデムとモデルケーブル（別売） 
を使用するには、各国または地域の仕様のモデムケーブルアダプター（別売）を用意する必要があ 
ります。 

RJ -11 モデムコネクタな外のアナログ電話回線用モジュラーコンセントにケーブルを接続するに 
は、な下の操作を行います。 

1. モデムケーブルをコンピューター本体のモデムコネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルを各国または地域仕様のモデムケーブルアダプターにお続します口）。 

3. 各国または地域仕様モデムケーブルアダプターを電話回線巧モジュラーコンセントにち続しま 
す（3)。 



所在地設定の選択 


現在の所在地設定の表示 

モデム用の現在の所在地設定を表示するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロ ールパネル]の順に選択します。 

2. [日付、時刻、地域と言語のオプション]をクリックします。 

3. [地域と言語のオプション]をクリックします。 

4. [場所]の下に現在地が表示されています。 


モデムの使巧（一部のモデルのみ） 35 



旅行先の所在地の新規追加 

初期設をでは、お使いのモデムで使巧可能な所在地設定は日本巧の設定のみです。コンピューターを 
国外または他の地域で使巧する場合は、使用する国または地域の規格に準拠するように内蔵モデムを 
設定します。 

新しく追加した所在地設定はコンピューターに保巧され、設ををいつでも切り替えられるようになり 
ます。コンピューターには、任意の国の所在地設定を複数追加できます。 


A を意： モデムの日本用の設定は削除しないで〈ださい。日本巧の設定を保持した状態で国外でモデ 
ムを使巧できるようにするには、モデムを使巧する国や地域ごとに所在地の構成を新規に追加しま 
す。 

を意： お使いのモデムの設定が、旅行先の国や地域の通信規定やま律に違反することを防ぐため、 
その国や地域の設をを選択してください。国を正しく選択しないと、モデムが正しく機能しない場合 
があります。サポートされていない国を選がするとメッセージが表示されます。その国ではこのモデ 
ムの使巧が認可されていないため、使用しないでください。 


モデムの所在地設をを追加するには、な下の操作を行います。 

1. [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [プリンターとその 化の ハー ドウ エア ] 一[電話とモデムの才 
プシ ョン ] の順に選択します。 

2. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

3. [新釉をクリックします（[新しい所在地]ウィンドウが表示されます）。 

4. [所在地]ボックスに、新しく追加する所在地設定の名前（「自宅」、「会社」など）を入力します。 

5. [国/地域]ドロップダウンリストから、国または地域を選択します（モデムでサポートされていな 
い国または i 也域を選択すると、初期設定の[米国]または[英国]が表示されます）。 

6. 市外局番を入力します（必要に応じて、回線番号や外線番号も入力します）。 

7. [ダイヤル方法]の横の [ 卜ーン]または[パルス]をクリックします。 

8. 新しい所在地設定を保存するには、[〇のをクリックします（[電話とモデムのオプション]ウィン 
ドウが表示されます）。 

9. な下の操作のどちらかを行います。 

• 新しい所在地を現在地の設定として使用するには、[〇のをクリックします。 

• 他の所在地設定を現在地の設定として使用するには、[所在地]リストから巧用する設をを選 
巧して、 [0 のをクリックします。 


歐 を記： 国外または他の i 也域の設定と同じように、日本国内の所在地設定も追加できます。たと 
えば、外線に接続するダイヤル情報を含む設定を「会な」という名前で追加できます。 
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国外での接続に関する問題の解決 

コンピューターを購入した国または地域な外でモデムを使用しているときじ問題が発生した場合は、 
な下のことを試してみてください。 

• 電話回線の種類の確認 

モデムには必ずアナログ電話回線を巧用します（デジタル回線を使用しないで〈ださい ）。 PBX 
回線と呼ばれる回線は、通常はデジタル回線です。データ回線、 FAX 回線、モデム回線、標準電 
話回線と呼ばれている電話回線は、通常はアナログ回線です。 

• パルスと卜ーンのどちらのダイヤル方法を使用しているかの確認 

アナログ回線では、2つのタイヤルモード（パルスまたは卜ーン）のどちらかをサポートしてい 
ます。これらのダイヤルモードオプションは、[電話とモデムのオプション]で選択します。選択 
するダイヤルモードオプションは、お使いの電話回線でサポートされているダイヤルモードと 
一致する必要があります。 

お使いの電話回線でサポートされているダイヤルモードを判断するには、電話機で数巧の番号 
をダイヤルして、ダイヤル音を聞きます。カタカタという音（パルス音）がする場合は電話回線 
がパルスダイヤル方式をサポートし、ピポパと音がする場合はトーンダイヤル方まをサポート 
していることを示しています。 

現在のモデムの所在地設定でダイヤルモードを変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スター ト] 一[コントロール パネル] 一[プリンターと その他の ハード ' ウェア ] 一[電話と モデム 
のオプション]の順に選択します。 

2. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

3. モデムの所在地設をを選巧します。 

4. [編集]をクリックします。 

5. [卜ーン]または[パルス]をクリックします。 

6. [〇のを2回クリックします。 

• ダイヤル先の電話番号と受信先のモデムの応答の確認 

送信ホの電話番号をダイヤルし、受信側のモデムが応答することを確認します。 

• 発信音を省略するようにモデムを設定する 

認識できない発信音を受信した場合、モデムでダイヤルは行われず、[発信音なし]というエラー 
メ ッセー ジが表示されます。 

ダイヤル前のダイヤルトーンを省略するようにモデムを設定するには、な下の操作を行います。 

1. [スター ト] 一 [ コントロールパネル ] 一[プリンター とその他の ハー ドウ ェア]一 [電話とモデム 
のオプション]の順に選択します。 

2. [モデム]タブをクリックします。 

3. リストからお使いのモデムをクリックします。 

4. [ プロパティ ] をクリックします。 

5. [モデム]をクリックします。 
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6. [発信音を待ってからダイヤルする]チてックボックスのチェックを外します。 

7. [0 のを2回クリックします。 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) に接続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別 
売）を使巧する必要があります。ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止す 
るノイズ抑制コアり）が取り付けられている場合は、コアが取り付けられているちのケーブルの端 
(2) をコンピューター側に向けます。 



ネットワークケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 

1. ネットワークケーブルをコンピューター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントに差し込みます（2)。 



A 警告！ 火傷や感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 
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3 


ポインテイングデバイスおよびキーボー 

K 


ポインテイングデバイスの使用 

ポインテイングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 


[ マウスのプロパティ ] に アクセスす るには、 [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一[プリ ンターとその 
他の ハー ドウェアト [ マウス]の 順に選択します。 

タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、タッチパッドの表面でポインターを移動したいち向に指をスライドさせ 
ます。タッチパッドボタンは、外付けマウスの左ちのボタンと同様に使巧します。タッチパッドのス 
クロール ゾーンを使用して画面を上下にス クロールす るには、ス クロール ゾーンの線上で指を上下 
にスライドさせます。 


載を 記： ポインターの移動にタッチパッドを使用している場合、まずタッチパッドから指を離し、そ 
の後で スクロール ゾーンに指を置きます。タッチパッドから スクロール ゾーン へ 指を動かすだけで 
は、 スクロール 機能はアクティブになりません。 


ポインティングスティックの使用（一部のモデルのみ） 

ポインティングスティックを移動したい方向に向かって巧しつけます。ポインティングスティック 
の左右のボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同巧に機能します。 

外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを巧巧して外付け USB マウスをコンピューターに接結できます。 USB マウス 
は、別売のドッキングデバイスを使用してコンピューターに接続することもできます。 


キーボードの使用 

ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キー （1) と、 esc キーロ）またはファンクションキーのどれか口）の組み合わ 
せです。 
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f 3、 f 4、 および f 8 〜 f 10 の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表しています。ホットキーの機 
能および操作についてこの章の各項目で説明します。 



ホットキーコマンドをコンピューターのキーボードで使用ずるには、1^>1下のどちらかの操作を行ぃま 
す。 


• 短く fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押します。 

または 

• fn キーを押しながら、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押し、両方のキーを同時に離 
します。 


ホットキー 


説明 

fn + esc 

esc 

システムのハードウエアコンポーネントやシステム BIOS の/くージョン番号に関 
する情報が表示されます 

fn +巧 

c 

スタンバイを起動します。これによって、情報がシステムメモリに保存されま 
す。画面表示が;肖えて節電モードになります。コンピューターがスタンバイ状態 
のときは電源ランプが点滅します 


スタンバイを終了するには、電源ボタンを短く押します 

注意： 情報の損失を防ぐために、スタンバイを起動する前に必ずデータを保存 
してください 

を記： コンピューターがスタンバイ状態のときに完全なローバッテリ状態になつ 
た場合は、ハイ/くネーシヨンが起動し、メモリに保存された情報がハードドライ 
ブに保存されます 

fn + f 3 ホットキーの機能は変更できます。たとえば、スタンバイではなくハイ/く 
ネーシヨンが起動するように fn + 巧ホッ トキーを設定することもできます 


を記： Windows オペレーテイングシステムのウインドウでのスリープボタンに 
関する記述はすべて 、 fn + 巧ホッ トキーに当てはまります 


fn + f 4 

IQI 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たと 
えば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合は 、 fn + f 4 を押す 
と、コンピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コン 
ピューター本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切 
り替わります 



ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューター 
からビデオ情報を受け取ります。 fn + f 4 ホットキーでは、コンピューターからビ 
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ホットキー 


説明 

デオ情報を受信する他のデバイスとの間でも表示画面を切り替えることができま 
す 

fn + f8 

白 

取り付けられているすべてのバッテリの残量についての情報を表示します。ディ 
スプレイに、巧電中のバッテリが表示され、をバッテリの残量がレポートされま 
す 

fn + f9 

单， 

画面の輝度を一をの割合で徐々に下げます 

fn + f10 

が 

画面の輝度を一をの割合で徐々に上げます 


キーボードの使用 
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[HP FastLook 3] の使用 

[HP FastLook3] を使巧して、 [Microsoft Outlook] にある予定表、連絡先、受信トレイ、および仕事の 
情報をコンピューターのハードドライブに保巧できます。コンピューターの電源が切れているときに 
コンピューターの FastLook ボタンを押すと、オペレーティングシステムのち起動を待たなくてもこ 
れらの情報をすぐに表示できます。 

[HP FastLook 3] を使用すると、コンピューターを再起動することなく、連絡先情報、予定表のイベン 
卜、電子メール情報、および仕事を管理できます。 


鞍 を記： [HP FastLook 3] は、 Windows のスタンバイまたはハイバネーシヨン状態をサポートしてい 
ません。 


[HP FastLook 3] の設定および使用ちまについて詳しくは、 [HP FastLook 3] ソフトウエアのヘルプを参 
照してください。 


テンキーの使用 

お使いのコンピューターには、テンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テン 
キーを備えた別売の外付けキーボードも使用できます。 

お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。下の図は英語版のキー配列です。日本語 
版のキー配列とは若干異なります。 


内蔵テンキーの使用 

コン ピューターに テンキーが内蔵されている場合、その内蔵テンキーの 15 個のキーは外付けテンキー 
と同様に使巧できます。内蔵テンキーが有劾のときは、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあ 
るアイコン（日本語キーボードの場合）で示された機能が実行されます。 




名称 

説明 

(1) 

fn キー 

num Ik キーと一緒に押すと、内蔵テンキーのち効/無効が切り替わ 
ります 
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名称 

説明 

(2) 

内蔵テンキー 

内蔵テンキーがち効になっているときは、外付けテンキーと同様 
に使用できます 

(3) 

num Ik キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーの有効/無効が切り替わりま 
す 


内蔵テンキーのち効/無効の切り替え 

内蔵テンキーを有効じするには 、 fn + num Ik キーを押します 。 fn + num Ik をもう一度押すと、通常 
の文字入力機能に戻ります。 


歐 を記： 外付けキーボードまたはテンキーがコンピューターに接続されている場合、内蔵テンキーは 
機能しません。 


内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを巧用して、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能とを一 
時的に切り替えることができます。 

• テンキーが無効のときに、テンキーからの入力をテンキー機能（数字等の入力）に変更するに 
は、 fn キーを押しながらテンキーを押します。 

• テンキーが有効のときに、テンキーの文字入力機能を一時的に使用するには、な下の操作を行い 
ます。 


。 小文字を入力するには、 fn キーを押しながら文字を入力します。 

。 大文字を入力するには 、 fn + shift キーを押しながら文字を入力します。 

内蔵テンキーの使用 

コン ピューターにテンキーが内蔵されている場合、その内蔵テンキーの17個のキーは外付けテンキー 
と同様に使巧できます。 
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名称 

説明 

(1) 

num Ik キー 

内蔵テンキーのナビゲーシヨン機能と数字入力機能が切り替わり 
ます 



注記： テンキー機能がコンピューターの電源を切ったときにち 
効だった場合は、次回コンピューターの電源を入れたときにもち 
効になっています 

(2) 

内蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように使用できます。上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 


別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは、 Num Lock がナンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます（出荷時設定では、 Num Lock はオフになっています）。たとえば、な下のようになります。 

• Num Lock がナンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がナフのときは、矢印キ ー 、 page 叩 キ ー 、 page down キーと同おに機能します。 

外付けテンキーで Num Lock をオンにすると、コンピューターの Num Lock ランプが点灯します。外 
付けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピューターの Num Lock ランプが消灯します。 

作業中に外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、な下の操作を行います。 

▲ コンピューターではなく、外付けテンキーの num Ik キーを押します。 
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4 マルチメディア 


マルチメディア機能 

お使いのコンピユーターには、音楽を再生したり画像を表示したりできるマルチメディア機能が含ま 
れています。また、な下のようなマルチメディアコンポーネントがさまれている場合があります。 


• オーディオディスクおよびビデオディスクを再生するオプティカルドライブ 
• 音楽を巧生する内蔵スピーカー 
• 独自のオーディオを録音するための内蔵マイク 

• 動画を撮影したり共有したりできる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストールミきみのマルチメディ 
アソフトウェア 

鞍 を記:_ お使いのコンピューターによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含 

まれていない場合があります。 

ここでは、お使いのコンピューターに含まれているマルチメディアコンポーネントを巧巧する方まに 
ついて説明します。 

音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使巧します。 

• コンピューター本体の音量調整デバイス： 

。 音を消‘したり音量を元に房したりするには、ミュート（消音）ボタン （1) を押します。 

。 音量を下げるには、適切な音量になるまで音量下げボタン （2) を押し続けます。音量下げ 
ボタンをタップして音量を下げることもできます。 
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音量を上げるには、適切な音量になるまで音量上げボタン （3) を押し結けます。音量上げ 
ボタンをタップして音量を上げることもできます。 



• Windows の[ボリュームコントロール]: 

a . タスクバーの右端の通な領域にある[音量]アイコンをクリックします。 

b . 音量を調整するには、スライダーを上下に移動します。 [ミュート] チェックボックスにチェッ 
クを入れると、音が出なくなります。 

または 

a . 通知領域にある[音量]アイコンをダブルクリックします。 

b . [マスター音量]列で、[音量]スライダーを上下に移動して音量を調節できます。バランスを 
調整したり音を消したりすることもできます。 

[音量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、 W 下の操作を行って表示します。 

a . [スタート]一[コントロールパネル]一[サウンド、音声、および才ーディオデバイス]一[サウ 
ンドと才ーディオデバイスト悟氧タブの順に選択します。 

b . [タスクバーに音量アイコンを配置する]チェックボックスにチェックを入れます。 

C. [適用]をクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 

マルチメディアソフトウエア 

お使いのコンピューターには、音楽を巧生したり画像を表示したりできるマルチメディアソフトウェ 
アがプリインス！ルされています。ここでは、プリインストールされているマルチメディアソフト 
ウェアの詳細およびディスクからのインストールちまについて説明します。 
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プリインストール巧みのマルチメディアソフトウエアへのアクセス 

プリインストールされているマルチメディアソフトウエアにアクセスするには、な下の操作を行いま 
す。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、巧巧するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。 


m を記. サブフォルダーにさまれているプログラムもあります。 

を記： コンピューターにか属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの 
製造元の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソフトウェアじ含まれているか、ディ 
スクに収録されているか、またはソフトウてアの製造元の Web サイトから入手できます。 

ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインスIル 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、な下の操作を行います。 

1. ディスクをオプティカルドライブ（一部のモデルのみ）または別売の外かけオプティカルドラ 
イブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コン ピューターの再起動をホめるメッセージが表示されたら、 コン ピューターを再起動します。 

m 定瓦_ お使いのコンピューターにオプティカルドライブが搭載されていない場合は、コンピュー 

夕一の USB コネクタのどれかに外付けオプティカルドライブ（別売）を接続できます。 
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オーディオ 

お使いのコンピューターでは、な下のようなさまざまな才ーディオ機能を使用できます。 

• コンピューターのスピーカーおよび接続した外付けスピーカーを使用した、音楽の巧生 

• 内蔵マイクまたはち続した外付けマイクを巧巧した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディオと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジオ信号の受信 

• 才ーデイオ CD の作成（書き込み） 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを使巧してください。を全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するごま意 J 1 を参照してください。これらのおを情報には、[ヘルプとサ 
ポート]からアクセスできます。 


外付けスピーカー、ヘッドフナン、マイクなどの外付けデバイスの接結方まについては、デバイスの 
製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使用できるよう、な下の点 
に;ま意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接続されているこ 
とを確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて 
色分けされています）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


腎 を記： ドライバーは、デバイスとデバイスが巧用するプログラム間のコンパ'-夕一として機能 
する、必須のプログラムです。 


オーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロ ールパネル] の順に選択します。 

2. [サウンド、音声、および才ーディオデバイス]一[サウンドと才ーディオデバイス]の順に選択し 

ます。 

3. [サウンドと才ーディオデバイスの プロパティ] ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリッ 
クします。[プログラムイベント]でビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択して 
から、[ち生]ボタンをクリックします。 

ス ピー カーまたはち続した へッ ドフオンから音が鳴ります。 
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コンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[エンターテイメント]一[サウンドレコー 

ダー]の順に選巧します。 

2. [録音]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを再生します。 


腎 を記： 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


▲ コンピューターのナーディナ設をを確認または変更するには、タスクバー上の[サウンド]アイコ 
ンをちクリックする力、、 [スタート] 一 [コントロールパネル] 一[サウンド、音声、および才ー デイ 
オデバイス]一[サウンドと才ーディナデバイス]の順に選巧します。 
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動画 


お使いのコンピューターでは、レ^下のさまざまな動画機能を使用できます。 

• 動画のち生 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼンテーシヨンの作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接続 

外付け モニター またはプロジ X クタ ーの 接続 

お使いのコンピューターには外付けモニターコネクタと DisplayPort の両方があり、外付けモニター 
およびプロジ X クターを接続できます。 


外付け モニター コネクタの使用 

外付けモニターコネクタは、外付け VGA モニターや VGA プロジェクターなどの外付け VGA ディス 
プレイデバイスをコンピユーターに接続するためのコネクタです。外付けモニターコネクタはアナ 
ログディスプレイインタ フェー スです。 

▲ VGA ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタに 
接続します。 



敦 を記. 外付けディスプレイデバイスを正しく接続しても画面が表示されない場合は、 わ+!4キー 
を押して、ディスプレイデバイスに画面を切り替えます。 わ + f 4 キーを繰り返し押すと、コンピユー 
夕 -本体のディスプレイとデバイスとで表示画面が切り替わります。 


DisplayPort の使用 

ディスプレイコネクタは、高性能なモニターやプロジ1クターなどの別売のデジタルディスプレイ 
デバイスを接続します。 DisplayPort は VGA 外付けモニターコネクタを上回るパフォーマンスを提供 
し、デジタルを続の質を向上させます。 
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▲ デジタルディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを DisplayPort に接続しま 
す。 

も 0 



歐 を記： 外付けディスプレイデバイスを正しく接続しても画面が表示されない場合は、 fn + f 4*- 
を押して、ディスプレイデバイスに画面を切り替えます。 わ + f 4 キーを繰り返し押すと、コンピユー 
夕 -本体のディスプレイとデバイスとで表示画面が切り替わります。 
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ナプティカルドライブ（一部のモデルのみ） 

お使いの コン ピューターには、 コン ピューターの機能を拡張するオプティカルドライブが搭載されて 
いる場合があります。オプティカルドライブを使用すると、データディスクを読み取ったり、音楽 
や動画を再生したりできます。 

オプティカルドライブの確認 

▲ [スタート] 一 [マイコン ピュ ータ] の順に選択しまず。 

お使いのコンピューターにインス I ^ールされているオブティカルドライブを含むすべてのデバイスの 
一覧が表示されます。 

CD 、 DVD 、 または BD の再生 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイカ 《 少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

歐 を記:~ ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをま意深く傾けて回転軸の上に置 

いてください。 

5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり巧し下げます（3)。 



ゆ 


6. ディスクトレイを閉じます。 

自動再生の動作を設定していない場合は、な下の項目で説明しているように、[自動再生]ダイアログ 
ボックスが開きます。メディアコンテンツの使用方まを選択するように要求されます。 

鞍 を南^ 最適な状態で使用するためには、 BD の再生中は AC アダプターを外部電源に接続している 

ことを確認してください。 
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自動再生の設定 

1. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. デバイス ( CD - ROM ドライブなど）をちクリックし、次に [プロパティ] をクリックします。 

3. [自動再生]タブをクリックし、実行可能な動作のひとつを選択します。 

4. [0 のをクリックします。 

歐 を瓦_ [自動巧生]について詳しくは、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選巧します。 

DVD の地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使用するをくの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の i 也域コードが DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

A を意: DVD ドライブの地域設をは、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域設定が、 DVD ドライブの最終的な地域設をになります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [ DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. ウィンドウをちクリックし、 [プロパティ] 一 [ハー ドウ エア] タブー [デバイス マネージャ]の順に 
選択します。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。 

4. 地域設定を変更する DVD ドライブをちクリックして、次に [プロパティ] をクリックします。 

5. [DVD 地域]タブをクリックして、設定を変更します。 

6. [0 のをクリックします。 

著作権に関する警告 

コンピュータープログラム、映画や映像、放送内容、録音内容など、著作権によって保護されたもの 
を許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。コンピューターをそのような目的に 
使用しないでください。 
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A を意： 情報の損失やディスクの損傷を防ぐため、な下のガイドラインを参考にしてください。 

ディスクに書き込む前に、コンピューターをを定した外部電源に接続してください。コンピューター 
力 《 バッ テリ 電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクじ書き込む前に、使巧しているディスクソフトウェアな外は、開いているすべてのプログラ 
ムを閉じてください。 


コピー元のディスクからコピー先のディスクへ、またはネットワークドライブからコピーホのディス 
クへ直接コピーしないでください。その情報をハードドライブに保存し、次にハードドライブからコ 
ピー先のディスクに書き込みます。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使巧したり、コンピューターを移動したりしないでくださ 
し、書き込み処理はお動の影響を受けやすい動作です。 

鞍を 記. コンピューターに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造 
元の説明書を参照してください。これらの説明書は、ディスクに収録されていたり、ソフトウェアの 
ヘルプに含まれていたり、またはソフトウェアの製造元の Web サイトで提かされていたりする場合 
があります。 


CD 、 DVD 、 または BD の コピー 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Roxio] (ロキシオ）一 [Creator Business] (クリエイタビ 
ジネス）の順に選巧します。 

2. ち側のパネルで、[ディスクのコピ ー] をクリックします。 

3. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

4. 画面ち下の[コピ ー] をクリックします。 

コピー元のディスクが読み取られ、そのデータがハードドライブの一時フォルダーにコピーされ 
ます。 

5. メッセージが表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出して、空 
のディスクをドライブに挿入します。 

データがコピーされると、自動的にトレイが開いて作成したディスクが出てきます。 

CD 、 DVD 、 または BD の作成（書き込み） 

お使いのオプティカルドライブが CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD ± RW のオプティカルドライブ 
である場合は 、 [Windows Media Player ] などのソフトウエアを巧用して、 MP 3 や WAV 音楽ファイル 
などのデータやオーディオファイルを書き込むことができます。動画ファイルを CD または DVD に 
書き込むには、 [ MyDVD ] を使用します。 

CD または DVD に書き込むときは、な下のガイドラインを参照してください。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• 通常、才ーディオファイルの書き込みには CD - R または DVD - R が最適です。これはデータがコ 
ピーされた後、変更ができないためです。 

• ホームステレオや力ーステレオによっては CD - RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD - R を使用します。 
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• 通常、 CD - RW または DVD - RW は、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前のオーディオまたはビデオ録画のテストに最適です。 

• 通常、家庭巧のシステムで使巧される DVD プレーヤーは、すべての DVD フォーマットに対応し 
ているわけではありません。対応しているフォーマットの一覧については、 DVD プレーヤーに 
イ寸属している説明書を参照してください。 

• MP 3 ファイルは他の音楽ファイル形式よリファイルのサイズがルさく、 MP 3 ディスクを作成す 
るプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレー 
ヤーまたは MP 3 ソフトウェアがインストールされているコンピューターでのみ再生できます。 

CD または DVD にデータを書き込むには、な下の操作を行います。 

1. 元のファイルを、ハードド'ライブのフォルダーにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空のディスクをオプティカルドライブ（一部のモデルのみ）または別売の外かけオプティカル 
ドライブに挿入します。 

3. [スタート] 一 [すべてのプログラム] の順に選択し、使用するソフトウェアの名前を選択します。 

4. 作成するディスクの種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート] をちクリックしてから [エクスプローラ] をクリックし、元のファイルが保存されてい 
るフォルダーに移動します。 

6. フォルダーを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムの説明に沿って書き込み処理を開始します。 

詳しい手順については、ソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソ 

フトウ； L アに含まれているか、ディスクに収録されているか、またはソフトウ； L アの製造元の Web 

サイトから入手できます。 


A を意： 著作権に関する警告に従ってください。コンピュータープログラム、映画や映像、放送巧 
容、録音内容など、著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権まに違反 
する行為です。コンピューターをそのような目的に使用しないでください。 


オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 または BD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 
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2. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは緣を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

を を記: トレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて取り出してください。 



ゆ 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

トラブルシューテイング 

ここでは、 一般的な問題と解みちまに つ いて説明します。 

オプティカルディスクトレイが開かず、 CD 、 DVD 、 または BD を取り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します口）。 
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3. 回転軸をそっと巧さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

教 を記: トレイが完全に開かない場合は、ディスクをミ主意深く傾けて取り出してください。 



コンピューターがオプティカルドライブを検出しない場合 

Windows が取り付けられているデバイスを検出しない場合は、デバイスドライバーソフトウエアが 
なくなったか壊れている可能性があります。 DVD / CD - ROM ドライブのホ検出が疑われる場合は、才 
プ ティカル ドライブが[デバイス マネー ジャ]ユー ティ リティの一覧に表示されていることを確認しま 
す。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選択します。 

3. ウィンドウをちクリックし、[プロパティ]一 [ハー ドウエア]タブー[デバイスマネージャ]の順に 
クリックします。 

4. [デバイスマネージャ]ウィンドウで、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、 
[DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。ナプティカルドライブの 
一覧を確認します。 

ドライブが表示されていない場合は、この章の「デバイスドライバーを再インストールする必 
要がある場合」の説明に沿って、デバイスドライバーをインストール（または再インストー 
ル） します。 
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ディスクが'再生できない場合 

• CD 、 DVD 、 または BD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じま 
す。 

• CD 、 DVD 、 または BD を再生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正しく挿入していることを確認します。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクの中むから外側に向けて巧いてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、一般の電気店や CD ショップ 
などで入手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを再生する前にスタンバイを無効にします。 

ディスクの再生中にハイバネーションまたはスタンバイを起動しないでください。起動すると、 
続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックするとな下のようになります。 

。 巧生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してから再起動する必要が生じることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

プリンターとスキャナーなどの外イ寸けデバイスの電源を切ります。外付けデバイスを切断するこ 
とで、システムリソースが解放され、再生パフナーマンスが向上されます。 

デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では簡単に見分 
けられないため、な下の方までシステムの色のプロパティを16ビットの色に下げても、動画の巧生 
時の色の違いは気にならないでしよう。 

1. コンピューターデスクトップの空いている場所をちクリックし、[プロパティ]一[設定]の順に選 
択します。 

2. [画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します。 

ディスクが自動再生されない場合 

1. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選巧します。 

2. デバイス ( CD - ROM ドライブなど）を右クリックし、次に[プロパティ]をクリックします。 

3. [自動巧生]タブをクリックし、実行可能な動作のひとつを選択します。 

4. [0 のをクリックします。 

これで、 CD 、 DVD 、 または BD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 


載を 記： 自動再生について詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 ~ 
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動画が停止したりコマ落ちしたりする場合や、再生が不安定な場合 

• ディスクに傷がついていたり、損傷したりしていないことを確認します。 

• ディスクを清掃します。 

• な下の操作を実行して、システムリソースを節約します。 

。 インターネットからログオフします。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。 

1. コンピューターデスクトップの空いている場所を右クリックし、[プロパティ]一間对の 
順に選択します。 

2. 設定がまだされていない場合は、陋面の色]を[中 （16 ビット） ] に設まします。 

。 プリンター、スキヤナー、カメラ、ポータブルデバイスなどの外付けデバイスを取り外し 
ます。 

動画が外付けディスプレイに表示されない場合 

1. コンピューターのディスプレイと外付けディスプレイの両方の電源が入っている場合は、 fn + f 4 
を1回な上巧して、表示画面をどちらかに切り替えます。 

2. 外付けディスプレイがメインになるようにモニターの設定を行います。 

a. コンピューターデスクトップの空いている場巧を右クリックし、[プロパティ]一[設讶の順 
に選巧します。 

b . メインディスプレイとセカンダリディスプレイを指定します。 

歐 を記:~ 両方のディスプレイを巧巧する場合は、 DVD の画像はセカンダリディスプレイとして 

指定したディスプレイには表示されません。 

マルチメディアに関して、このガイドで説明されていない質問について情報を得るには、[スタート] 
一[ヘルプとサポート]の順に選巧します。 

ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に終了してしまう場合 

• 他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スタンバイおよびハイバネーシヨンを無劾にします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属している説明書を参照してください。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

• より低速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイス マネー ジヤ]の [ DVD に D - ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイスのド 
ライバーを巧インストールします。 
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デバイスドライバーを再インストールする必要がある場合 

最新の HP デバイスドライバーの入手 

HP デバイスドライバーを入手するには、な下のどちらかの操作を行います。 

[HPUpda 词ユーティリティを使用するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Update ] の順に選択します。 

2. [HP Welcome ] (HP へようこそ）画面で、 [ Settings ] (設定）をクリックして、ユーティリティ 
が Web 上でソフトウェアの更新を確認する時間を選巧します。 

3. [ Next ] (次へ）をクリックして HP のソフトウェアの更新を確認します。 

HP の Web サイトを巧巧するには、な下の操作を行います。 

1. Web ブラウザーを開き、 httD://www. hD.com/suDDort を表示して、国または地域を選択します。 

2. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

3. enter キーを押し、画面の説明じ沿って操作します。 

Microsoft デバイスドライバーの入手 

[MicrosoftUpda 词を使用すると、最新の Windows デバイスドライバーを入手できます。この Windows 
の機能は、ハードウェアドライバー、 Windows オペレーティングシステム、およびその他の Microsoft 
製品に関する更新を自動的に確認し、インストールするように設定できます。 

[Microsoft Update ] を使用するには、な下の操作を行います。 

1. Web ブラウザーを開いて http :// www . microsoft . com / ia / ip / default.aspx を表示してから、 [セキユリ 
ティ] をポイントします。 

2. [ Microso 行 Update ] をクリックしてコンピユーターのオペレーティングシステム、プログラム、 
およびハードウ X アの最新の更新情報を入手します。 

3. 画面の説明に沿って操作し、 [Microsoft Update ] をインス!—ルします。 

4. [変更する] をクリックして、 [Microsoft Update ] で Windows ナ ペレーティングシステムおよび 
Microsoft 社のその他の製品のアップデートを確認する時間を選択します。 

5. コンピューターのち起動をホめるメッセージが表示されたら、コンピューターを再起動します。 
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Web カメラ（一部のモデルのみ） 

お使いの コン ピューターによっては、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されているものもあ 
ります。プリインストールされているソフトウェアを使用すると、 Web カメラで静止画像を撮影した 
り、動画を録画したりできます。写真または録画した動画をプレビューして、 コン ピューターの ハー 
ドドライブに保存できます。 


Web カメラおよび [HP Webcam ] ソフトウエアにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム] 一 [HP] 一 [HP Webcam] の順に選択します。 

[HP Webcam ] ソフトウエアを使用すると、な下の機能を利用できます。 


• 動画の取り込み 


• インスタントメツセージソフトウエアを使用したビデオのストリーミング 

• 静止画像の撮影 


寶を 記： 内蔵 Web カメラに対応するソフトウェアの使用方まについては、 Web カメラのソフトウェ 
アのヘルプを参照してください。 


パフォーマンスを最適にするために、内蔵 Web カメラの使用時はな下のガイドラインを参考にして 
ください。 

• ビデオチャットを行う前に、インスタントメッセージプログラムが最新のバージョンであるこ 
とを確認してください。 

• ネットワークファイアウオールの種類によっては、 Web カメラが正常に機能しない場合があり 
ます。 


歐 を記； マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウオー 
ル外のユーザ-へ《マルチメディアファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファ 
イアウオールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウオールを再度有効 
にします。問題を恒久的に解まするには、必要に応じてファイアウオールを再設定したり、他の 
侵入検知システムのポリシーや設定を調整したりします。詳しくは、ネットワーク管理をまたは 
IT 部門に問い合わせてください。 


• 巧能な限り、 Web カメラの背後の画面領域の外に明るい化源を置いてください。 

Web カメラのプロパティの調整 

[プロパティ]ダイアログボックスを巧用して、 Web カメラのプロパティを調整できます。このダイア 
ログボックスには、内蔵カメラを使巧する各種プログラムの構成、設定、またはプロパティメニュ ー 
から通常はアクセスできます。 

• [輝度]:画像に取り込まれる光の量を調整します。輝度を高く設定するとより明るい画像にな 
り、輝度をおく設定するとより暗い画像になります。 

• [コントラスト]:画像の明るさと暗さの対比を調整します。コントラストを高く設定すると画像 
の対比の度合いが高まり、コントラストを低く設定すると、元の情報のダイナミックレンジを 
維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色相]:他の色との特性の差異（ホ、緑、青の度合い）を調整します。色相は色彩と異なり、色 
彩は色ネ目の強さを示します。 

• [色彩]:最終的な画像の色みの強さを調整します。色彩を高く設定するとより鮮やかな画像にな 
り、色彩をおく設定するとよりくすんだ画像になります。 


Web カメラ（一部のモデルのみ） 61 






• [シャープネス]: 画像の境界線の緻密さを調整します。シャープネスを高く設定するとよりはつ 
きりとした画像になり、シャープネスをイ圧く設定するとより柔らかい画像になります。 

• [ガンマ]: 画像の中間調の灰色または中間色に作巧する対比を調整します。画像のガンマを調整 
すると、シャドウとハイライトを大幅に変更しないで、中間グレートーンの明度値を変更でき 
ます。ガンマを低く設定すると灰色は黒に近くなり、暗い色はさらに暗い色になります。 

Web カメラの使用方まについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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電源の管理 


電源オプシヨンの設定 

省電力設定の使用 

お巧い のコン ピユーターでは、2 つの 省電力設定が出荷時に有効になっています。スタ ンバイ および 
ハイバネーシヨン です。 

スタンバイを起動すると、電源ランプが点滅し画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保巧 
されます。スタンバイを終了するときはハイバネーシヨンを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。コンピユーターが長時間スタンバイ状態になった場合、またはスタンバイ状態のときにバッテリ 
が完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネーシヨンを起動します。 

ハイバネーシヨンを 起動すると、 デー タが ハードドライブのハイバネーシヨンファイルに 保存され 
て、コンピューターの 電源が切れます。 


A を意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
または外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスタンバイまたはハイバネーシヨンを起 
動しないでください。 

野 を記： コンピユーターがスタンバイまたはハイバネーシヨン状態の場合は、ネットワークち続やコ 
ンピユーター機能の実行が一切できなくなります。 

を記： [ HPSDDriveGuard ] によってドライブが停止された場合、スタンバイやハイバネーシヨンは 
起動されず、画面表示が消えます。 


スタンバイの起動および終了 

バッテリ電源を使用しているときは操作しない状態が10分続いた場合、または外部電源を使用して 
いるときは操作しない状態が25分続いた場合に、システムがスタンバイを起動するよう出荷時に設 
定されています。 

電源設定およびタイムアウトは Windows の[コントロールパネル]の犀源オプション]で変更できます。 
コンピューターの電源が入っている状態で、な下のどれかの方までスタンバイを起動できます。 

• ディスプレイを閉じます。 

• fn + 巧 キーを押します。 

[スタート]一略了オプション]または[シャットダウントにタンバイ]の順に選巧します。 
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[スタンバイ]が表示されない場合は、な下の操作を行います。 


a . 下向き矢印をクリックします。 

b . —覧からにタンバイ]を選択します。 

C. [〇のをクリックします。 

スタンバイを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを短く押します。 

スタンバイを終了すると、電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

載 を記 . ~ コンピユーターがスタンバイを終了するときにパスワードの入力を要求するように設定した 

場合は、作業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

ハイバネーションの起動および終了 

バッテリ電源を使巧しているときは操作しない状態が30続いた場合、または完全な口ーバッテリ状 
態に達した場合に、システムがハイバネーションを起動するように出荷時に設定されています。 

敷 を記^一 外部電源の使巧時には、ハイバネーションは起動されません。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コント□-ルパネル]の博源オプション]を巧用して変 
更できます。 

ハイバネーションを起動するには、な下の操作を行います。 

1. [スタートト略了オプション]または[シャットダウン]の順に選択します。 

2. shift キーを押しながら脚止状割を選択します。 

[休止状態]が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

a . 下向き矢印をクリックします。 

b . —覧から[休止状態]を選択します 
C. [0 のをクリックします。 

ハイバネーションを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを短〈押します。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

鞍 を晶 n _■ ハイバネーションを終了するときにパスワードの入力を要求するように設定した場合は、作 

業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


電源 メーターの 使用 

電源メーターはタスクバーのち端の通知領域にあります。電源メーターを使用すると、すばやく電源 
設定にアクセスしたり、バッテリ残量を表示したりできます。 

• [電源オプション]にアクセスするには、[電源メータ ー] アイコンをちクリックして[電源プロパティ 
の調整]を選択します。 

• バッテリ残量のパーセントを表示するには、[電源メータ ー] アイコンをダブルクリックします。 
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コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[電源メータ ー] アイ 
コンのおの違いで判断できます。 

[電源メーター]アイコンを通知領域から削除するには、な下の操作を行います。 

1. 通知領域の[電源メーター]アイコンをちクリックし、[電源プロパティの調整]をクリックします。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常に表示する]チェックボックスのチェックを外します。 

4. [適用] 一[〇のの順にクリックします。 

[電源メーター]アイコンを通知領域に表示するには、な下の操作を行います。 

1. [スタートト[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一博源オプション]の順に 

選択します。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常に表示する]チェックボックスにチェックを入れます。 

4. [適用] 一 [0 のの順にクリックします。 

m を記: 通知領域に配置したアイコンが表示されない場合は、通な領域の[隠れているインジケーター 
を表示します]アイコン（ド]またはド <] のお）をクリックします。 

電源設定の使用 

電源設定は、コンピューターの電源の使巧方法を管理するための、システム設定の集合です。電源設 
定によって、電力を節約し、コンピューターのパフナーマンスを最大限に向上させることができま 
す。 

な下の電源設定を利用できます。 

• ポータブル/ラップトップ（推奨） 

• 自宅または会社のデスク 

• プレゼン テーショ ン 

• 常にオン 

• 最小の電源管理 

• バッテリの最大利巧 

これらの電源設をの設をは[電源オプション]で変更できます。 

現在の設定の表示 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある[電源 メーター] アイコンをクリックします。 

または 

[スタートト[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一博源オプション]の順に 

選択します。 
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異なる電源設定の選択 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある[電源メーター]アイコンをクリックし、一覧から電源設定を 
選択します。 

または 

a. [スター ト]一[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一[電源オプション]の 

順に選がします。 

b. [電源設定]リストから電源設をを選がします。 

C. [〇のをクリックします。 

電源設定のカスタマイズ 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一[電源オプション]の順に 

選択します。 

2. 犀源設讶リストから電源設定を選がします。 

3. [電源に接綺および[バッテリ使间の設まを必要に応じて変更します。 

4. [0 のをクリックします。 

スタンバイ終了時のパスワード保護の設定 

スタンバイの終了時にパスワードの入力を要求するようにコンピューターを設定するには、な下の操 
作を行います。 

1. 通知領域の[電源メータ ー] アイコンをちクリックし、[電源プロパティの調整]をクリックします。 

2. [詳細設定]タブをクリックします。 

3. [スタンバイから回復するときにパスワードの入力をホめる]チェックボックスにチェックを入れ 
ます。 

4. [適用]をクリックします。 
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[HP Power Assistant ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP Power Assistant ] を使巧すると、お使いのノートブックコンピューターの電力消費やバッテリ充 
電を最適化するようにシステム設定を構成できます。 [HP Power Assistant ]- eii . 情報に基づいて電源 
管理に関するみをを行うために役立つツールおよび情報が提供されます。 

• 仮想的なシステム設定による電力消費の予測 

• あらかじめ定義されている電源プロファイル 

• 時間の経過とともに、電力消'費の傾向を示した使巧状況の詳細情報およびグラフ 

[HP Power Assistant ] の起動 

Windows を実行しているときに [HP Power Assis ね nt ] を起動するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート] 一 [すべてのプログラム] 一 [ HP ] 一 [HP Power Assis ね nt ] の順に選択します。 

または 

fn + f 8 ホットキーを押します。 

[HP Power Assis ね nt ] が開き、な下のタブが表示されます。 

• [設を]:最ネ刀のページを表示します。バッテリ残量とミ肖費電力の情報が表示されます。 

• [オプション]: デバイスを設をできます。 

• [使用の詳細情報]:コンピューターの使巧に関する情報を入力できます。 

• [グラフ]:消費電力のグラフを表示します。 

• [パージョン情報]: [HP Power Assis ね nt ] のヘルプおよびバージョン情報を表示します。 

[HP Power Assistan 口の使巧、設定、および管理ちまについて詳しくは、 [HP Power Assistant ] ソフト 
ウェアのヘルプを参照して〈ださい。 

外部電源の使用 

外部電源は、な下のどちらかのデバイスを通じてお給されます。 

A 警告！ を全に関する問題の発生を防ぐため、 コン ピューターを使用する場合は、 コン ピューターに 
付属している AC アダプター、 HP が提供する交換巧 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターだけを使巧してください。 

. 認定された AC アダプター 

• 別売のドッキングデバイス 

な下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを巧電しないでください。 _ 

• バッテリ巧電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 
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コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの巧電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域の[電源メータ ー] アイコンの表示が変わります。 

外部電源の接続を外すと、な下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 fn + f 10 ホットキーを巧すか、 AC アダプターを接続しなおします。 

AC アダプターの接続 

A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、必ずな下のを意事項を守ってください。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

コンピューターへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコンピュー 
夕一 からではなく コンセントから抜いてください。 

を全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を巧巧して接地してください。2ピンのアダプター 
を接続するなどして電源コー ドのアース端子を無効にしないでください。アース端子は重要なま全上 
の機能です。 

外部電源にコンピューターを接続するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターの電源コネクタにち続します（1)。 

2. 電源コードを AC アダプターに差し込みます（2)。 

3. 電源コードの反対側の端を電源コンセントにち続します（3)。 


贷 



バッテリ電源の使用 

充電巧みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接続されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 
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充電ミきみのバッテリを装着したコンピューターが AC アダプターから電力が供給される外部電源で動 
作している場合、 AC アダプターを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


m を記： 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 わ+鬥0 ホットキーを巧巧するか、 AC アダプターを接続し 
なおします。 


作業環境に応じて、バッテリを コン ピューターに装着しておくことも、 ケース に保管しておくことも 
可能です。 コン ピューターを外部電源に接結している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリ 
は巧電されるため、停電した場合でも作業 デー タを守ることができます。ただし、バッテリを コン 
ピューターに装着したままにしておくと、 コン ピューターを外部電源に接続していない場合は、 コン 
ピューターがオフのときでもバッテリは徐々に放電していきます。 


A 警告！ を全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使巧する場合は、コンピューターに付属し 
ているバッテリ、 HP が提供する交換巧バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用 
してくださし、。 


コン ピューターのバッテリは消お品で、その寿命は、電源管理の設定、 コン ピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、 コン ピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

バッテリ充電残量の表示 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある[電源メーター]アイコンをダブルクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[パフオーマンスとメンテナンス]一[電源オプション]一[電 
源メーター]タブの順に選択します。 


ほとんどの場合、巧電情報には、バッテリの状態がバッテリ残量のパーセントと残りの使巧可能時間 
(分）で示されます。 

• パーセントは、バッテリの電力の推定残量を示します。 

• 時間は、現在のレベルでバッテリの電力を使用し続けた場合にバッテリを使用できる推定残り時 
間を示します。たとえば、 DVD を巧生すると残り時間が短くなり、停止すると残り時間が長く 
なります。 

バッテリの充電中に、[電源メータ ー] 画面のバッテリアイコンの上に稲妻のおのアイコンが重なって 
表示される場合があります。 

バッテリの着脱 


A を意： コンピューターの電源としてバツテリのみを使用しているときにそのバツテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バツテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらか 
じめハイバネーシヨンを起動するか Windows の通常の手順でシャツトダウンしておいてください。 

バツテリを装着するには、な下の操作を行います。 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、ま定した平らな場所に置きま 
す。 
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2. バッテリベイにバッテリを挿入し、しっかりと収まるまで押し込みますり）。 
バッテリリリースラツチ （2) でバッテリが自動的に固定されます。 



バツテリを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. バツテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、をました平らな場所に置きま 
す。 

2. バツテリリリースラツチをスライドさせて （1) バツテリの固定を解除します。 

3. バッテリをコンピューターから取り外します（2)。 



バッテリの充電 

A 警告!~ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでくださし、。 
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バッテリは、コンピューターが外部電源 （ AC アダプター経由）、別売の電源アダプター、または別売 
のドッキングデバイスに接続している間、常に充電されます。 

バッテリは、コンピューターの電源が入つているかどうかにかかわらず巧電されますが、電源を切つ 
たときの方が早くち電が完了します。 

バッテリが新しいか2週間な上使用されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
リイをすぎたりする場合、巧電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、な下の点にミ主意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に巧電し 
てください。 

• バッテリランプが消灯するまでバッテリを充電してください。 


教 を記. コンピューターの電源が入っている状態でバッテリを充電すると、バッテリが完全に巧 
電される前に通知領域の電源メーターに100%と表示される場合があります。 


• 通常の使用で完全充電時の5%未満になるまでバッテリを放電してから充電してください。 

• 1か月な上使用していないバッテリは、単にち電を行うのではなく、バッテリゲージの調整を行 
います。 

バッテリランプには、な下のようにち電状態が表示されます。 

• オレンジ色に点な：バッテリが充電中です。 

• 青録色：バッテリが完全充電時に近い状態です。 

• オレンジ色で点滅：コンピューターの電源としてバッテリのみを使用していて、口ーバッテリ 
状態になっています。完全な口ーバッテリ状態になった場合は、バッテリランプがすばやく点 
滅し始めます。 

• ミ肖灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コンピューターに装着されているすべ 
てのバッテリが完全に充電されると、このランプは消'灯します。コンピューターが外部電源に接 
続されていない場合は、口ーバッテリ状態になるまでランプは消灯したままです。 

バッテリの放電時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときに使用する機能によって異なります。バッ 

テリの容量は自然に低下するため、バッテリの最長放電時間はお々じ短くなります。 

バッテリの放電時間を長く保つには、な下の点にを意してください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• バッテリが巧用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• バッテリを気温や湿度の化い場所に保管します。 

ローバッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 

バッ テリ 状態の警告と システム応答の設定は、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション] 

で変更できます。[電源オプション]を使巧した設定は、ランプの状態には影響しません。 
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ローバ ッ テリ状態の確認 

コンピューターの電源としてバッテリのみを使巧しているときにバッテリが口ーバッテリ状態になる 
と、バッテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解ホしないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプがすばやく点滅 
します。 

完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターではな下の化理が行われます。 

• ハイバネーシヨンが有効で、コンピューターの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、ハ 
イバネーシヨンが起動します。 

• ハイバネーシヨンが無効で、コンピューターの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、短 
い時間スタンバイ状態になってから、システムが終了します。このとき、保巧されていない情報 
は失われます。 

ローバ ッ テリ状態の解み 

A を意:― 情報の損失を防ぐため、コンピューターが完全な口ーバッテリ状態になってハイ/《ネーシヨ 

ンが起動した場合は、電源ランプが消なするまで電源を入れないでください。 

外部電源を使巧できる場合のローバッテリ状態の解決 

▲ な下のデバイスのどれかを接続します。 

• AC アダプター 

• 別売の拡張製品またはドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプター 

充電巧みのバッテリを使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

1. コンピューターの電源を切るか、ハイバネーシヨンを起動します。 

2. 放電したバッテリを取り外し、充電ミをみのバッテリを装着します。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

電源を使巧できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

▲ ハイ/くネーシヨンを 起動します。 

または 

作業中のデータを保存してコンピューターをシャットダウンします。 

ハイ/くネーシヨンを終了できない場合の口ーバッテリが態の解決 

ハイバ ネーシ ヨンを 終了するための十分な電力が コン ピューターに残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1. 充電巧みのバッテリを装着するか、コンピューターを外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを短く押して、ハイバネーシヨンを終了します。 
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バッテリゲージの調整 

バッテリゲージの調整は、な下の場合に必要です。 

• バッテリち電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に巧巧している場合でも、1か月に2回な上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バッテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを巧電しないでください。 

寶を 記： バッテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されますが、電 
源を切ったときの方が早く充電が完了します。 

バッテリを完全に巧電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターにバッテリを装着します。 

2. コンピューターを AC アダプター、別売の電源アダプター、別売の拡張製品、または別売のドッ 
キングデバイスに接続し、そのアダプターまたはデバイスを外部電源に接続します。 

コンピューターのバッテリランプが点なします。 

3. バッテリが完全に充電されるまで、コンピューターを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消なします。 

手順2 :ハイバネーションおよびスタンバイを無効にする 

1. タスクバーの右端の通知領域にある犀源メータ ー] アイコンをちクリックし、[電源 プロパティの 
調整】をクリックします。 

または 

[スタートト[コントロールパネル] 一 [パフォーマンスとメンテナンス] 一犀源 オプション] の順に 

選択します。 

2. バッテリゲージ調整後に設定を元に戻せるように、[バッテリ使闹列および博源に接綺列の4 
つの設ををメモに記録しておきます。 

3. これら4つのオプションをすべて[なし]に設をします。 

4. [〇のをクリックします。 
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手順 3 :バッテリを放電する 

バッテリの放電中は、コンピューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、 
コンピューターを使用しているかどうかにかかわらず放電できますが、使巧している方が早く放電が 
完了します。 

• 放電中にコンピューターを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保存して 
ください。 

• 放電中にコンピューターを使用する予定で、省電力設定を利巧している場合、放電化理中はシス 
テムの動作がな下のようになります。 


。 モニターが 自動的にオフになりません。 

。 コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブのま度は自動的に低下しませ 

ん。 

。 システムによるハイバネーシヨンは起動されません。 

バッテリを放電するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源から切り離します。ただし、コンピューターの電源は切らないでくだ 
さし、。 

2. バッテリが放電するまで、バッテリ電源でコンピューターを動作させます。バッテリの放電が進 
んで口ーバッテリ状態になると、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電すると、 
バッテリランプが消なして、コンピューターの電源が切れます。 
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手順 4 :バッテリを完全に巧充電する 

バッテリを再充電するには、な下の操作を行います。 

1 . コンピューターを外部電源に接続して、バッテリが完全に再ち電されるまで接続したままにしま 
す。再巧電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 

バッテリの再充電中でもコンピューターは使用できますが、電源を切っておく方が充電が早く完 
了します。 

2. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消 
なした後で、コンピューターの電源を入れます。 

手順5 :ハイバネーションおよびスタンバイを巧び有効にする 

A を意:_ バッテリゲージの調整後にハイバネーションを有効にしないと、コンピューターが完全な 

口ーバッテリ状態になった場合、バッテリが完全に放電して情報が失われるおそれがあります。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [パフォーマンスとメンテナンス] 一博 源オプション] の順に 

選択します。 

2. [電源に接続] 列と[バッ テリ使用] 列の項目を、記録しておいた設定に戾します。 

3. [0 のを クリックします。 

バッテリの節電 

• Windows の[コント □—ルパネル] の 犀源 オプション] で、ほ消費電力設定を選択します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続と口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) 接 
続をオフにして、モデムを使巧するアプリケーションを使用後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデ/《イスのうち、巧用していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 使巧していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• 必要に応じて、 fn + f 9 および fn +門0 ホットキーを使巧して画面の輝度を調節します。 

• しばら〈作業を行わないときは、スタンバイまたはハイバネーションを起動するか、コンピュー 
夕一の電源を切ります。 

バッテリの保管 

A を意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2週間な上コンピューターを使巧せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々に保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度の化い場所に保管してください。 

鞍 を晶 n — 保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場 

合は、再巧電してから保管してください。 

1か巧な上保管したバッテリを使用するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってください。 
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使用巧みのバッテリの処理 


A 警告！ 化学薬品による火傷や発火のおそれがありますので、分解したり、壊したり、巧をあけたり 
しないでください。また、接点をシヨートさせたり、义や水の中に捨てたりしないでください。 

バッテリの処理については、『規定、ま全、および環境に関するごを意』を参照してください。バッ 
テリは消'お品です。これらの規定情報には、[ヘルプとサポ ー ト]からアクセスできます。 

バッテリの交換 

コン ピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、 コン ピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、 コン ピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

[ HP バッテリ チェック] は、内部セルが正常に充電されていないときや、バッテリ容量が「口ーバッ 
テリ J の状態になったときに、バッテリを交換するようューザーに通知します。交換用バッテリの購 
入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを参照してください。バッテリ 
が HP の保証巧まとなっている場合は、説明書に保証 ID が記載されています。 


W を記： 必要なときにバッテリ切れを起こさないようじするため、充電残量のインジケーターが緑が 
かつた黄色になつたら新しいバッテリを購入することをおすすめします。 
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AC アダプターのテスト 

コンピューターにな下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプターをテストします。 

• コンピューターが AC アダプターに接続されているときにコンピューターの電源が乂らない。 

• コン ピューターを AC アダプターと外部電源に接続したときにディスプレイの電源が入らない。 

• コン ピューターが AC アダプターに接続されているときに電源ランプが点なしていない。 

AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターからバッテリを取り外します。 

2. AC アダプターをコンピューターと 電源 コンセントに 接続します。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点巧した場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消灯したままになっている場合は、 AC アダプターが動作していないため交換 
する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手する方法については、サポート窓口にお問い合わせください。[ス 
夕ート]一[ヘルプとサポート]一[サポート窓口]の順に選択します。 

コンピューターのシャットダウン 

A を意： コンピューターをシャットダウンすると、保存されていない情報は失われます。 _ 

[シャッ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終了 
し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

lil 下の場合は、 コン ピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタな外のコネクタに外イ寸けハードウエアデバイスを接続する場合 

• コンピューターを長期間使巧せず、外部電源から切断する場合 
コンピューターをシャットダウンするには、な下の操作を行います。 

載 定瓦~ コンピューターがスタンバイまたはハイ/くネーション状態の場合、シャットダウンするには 

まずスタンバイまたはハイバネーションを終了する必要があります。 

1. 作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート] 一[終了 オプション] または [シャッ トダウン]一 [コンピューターの 電源を切る]または 
[シャッ トダウン]の順に選択します。 

鞍 を記!_ ネットワークドメインに登録している場合は、[終了オプション]ではなく、[シャットダ 

ウン]をクリックします。 
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コンピユーターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使巧できない場合は、記載されてい 
る順にな下の緊急手順を試みてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを巧します。次に、[終了 オプション] または [シャットダウン] 一 [コン ピ ユー 
夕一の電源を切る] または [シャッ トダウン]の順に選択します。 

. 電源ボタンを5救程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 


78 第5章電源の管理 


6 ドライブ 


取り付けられているドライブの確認 

お使いのコンピューターには、（回転式ディスクを搭載した）ハードドライブまたはソリツドステー 
ト メモリを搭載した SSD (Solid State Drive ) が搭載されています。 SSD は、駆動部品を持たないた 
め、ハードドライブほど熱を発生しません。 

コンピューターに取り付けられているドライブを表示するには、[スタート]一[マイコンピュータ]の 
順に選択します。 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り巧いには;'主意が必要です。ドライブの取り 
おいについては、な下の;'主意事項を参照して〈ださい。必要に応じて、追加のを意事項および関連手 
順を示します。 
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A を意： コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、な下の点に注意してくだ 
さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような場合 
は、事前にスタンバイを起動して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り 
外してください。 

ドライブを取りおう前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取りおい、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピューターの電源を切ります。コンピューターの電源が切れている 
のか、スタンバイ状態なのか、またはハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピュー 
夕一の電源を入れます。 次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

別売のオプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動 
作です。 

バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に充電され 
ていることを確認してください。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体をまらさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発ミ包ビニールシートなどの緩衝材で適切に巧包し、お包箱の表面に「コ 
ワレモノー取り扱い注意」と明記して〈ださい。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使用してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 


80 第6章ドライブ 




ハードドライブパフナーマンスの向上 

[ディスクデフラグ]の使用 

コンピューターを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。[ディス 
クデフラグ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフナルダーを集めてより効率よく 
作業を実行できるようになります。 

いったん[ディスクデフラグ]を開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ハードドライブの 
サイズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時間な上かかることがあります。そのた 
め、夜間やコンピューターにアクセスする必要のない時間帯に実行することをおすすめします。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。[ディスクデフ 
ラグ]は1か巧に1度実行するように設定できますが、手動でいつでもコンピューターのデフラグを実 
行できます。 


賢を 記 ： _SSD (Solid State Drive ) では、[ディスクデフラグ]を実行する必要はありません。_ 

[ディスクデフラグ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 

に選択します。 

2. [ボリューム]の一覧で目的のハードドライブ（通常は （ C :)) をクリックし、[最適化]をクリック 
します。 

詳しくは、[ディスクデフラグツール]ソフトウェアのヘルプを参照して〈ださい。 

[ディスククリーンアップ]の使用 

[ディスククリーン アップ] を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルがま全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 

[ディスククリーンアップ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 

スの順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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[HP 3 D DriveGuard ] の使用 

[HP 3 D DriveGuard ] は、な下のどちらかの場合にドライブおよび入出力要ホを停止することによつ 
て、ハードドライブを保護します。 

• バッテリ電源で動作しているときに コン ピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閉じた状態でコンピューターを移動した場合 

これらの動作の実行後は [HP 3 D DriveGuard ] によって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


敷を 記； SSD (Solid State Drive ) には駆動部品がないため、 [HP 3 D DriveGuard ] は必要ありません。 

を記； アップグレードベイ内にハードドライブがある場合、そのハードドライブは [HP 3 D 
DriveGuard ] によって保護されます。オプションのドッキングステーション内のハードドライブや USB 
コネクタで接続されているハードドライブは、 [HP 3 D DriveGuard ] では保護されません。 


詳しくは、 [HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

[HP 3 D DriveGuard ] の状態の確認 

コンピューターのドライブランプがオレンジ色に変化して、ドライブが停止していることを示しま 
す。タスクバーの右端の通知領域にあるアイコンを使用して、ドライブが現在保護されているかどう 
か、およびドライブが停止しているかどうかを確認できます。 

• ソフトウてアが有効の場合、緑色のチてックマークがハードドライブアイコンに重なって表示 
されます。 

• ソフトウ X アが無効の場合、ホの X 印がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 

[HP 3 D DriveGuard ] によってドライブを停止された場合、コンピューターはな下のような状態になり 
ます。 

• シャットダウンができない 

• な下の;'主記に示す場合を除いて、スタンバイまたはハイバネーシヨンを起動できない 


鞍 を記： [HP 3 D DriveGuard ] によってドライブが停止された場合でも、コンピューターがバッテ 
リ電源で動作しているときに完全な口ーバッテリ状態になつた場合は、ハイバネーシヨンを起 
動できるようになります。 


• [電源オプションのプロパティ]の[アラーム]タブで設定するバツテリアラームを有効にできない 

コンピユーターを移動する前に、完全にシャツトダウンさせるか、スタンバイまたはハイバネーショ 
ンを起動することをおすすめします。 
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[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアの使用 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアを使用することで、な下の設定を変更できます。 

• [HP 3 D DriveGuard ] の有効/無効を設まする。 

鞍 を記 : [HP 3 D DriveGuard ] の有効または無効への切り替えが許可されているかどうかは、ユー 
ザーの権限によって異なります。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

• 通知領域内のアイコンの非表示と表示を切り替える。 

ソフトウエアを開いて設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通な領域にあるアイコンをダブルクリックします。 

または 

通知領域にあるアイコンをちクリックし、 [ Settings ] (設定）を選択します。 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0 のをクリックします。 
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ハードドライブベイ内のハードドライブの交換 

A を意:一 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてくだ 
さい。コンピューターの電源が入っているときや、スタンバイまたはハイバネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨンが態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを短く巧してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コン ピュ ーター にち続されているすべての外かけ ハードウてア デバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、をました平らな場所に置きま 
す。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 

8. ハードドライブカバーを取り外します（2)。 


奠 



9. ハードドライブのネジ （1) を緩めます。 

10. ハードドライブタブを右ち向に引いて口）、ハードドライブの固定を解除します。 
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11. ハードドライブを持ち上げて （3) ハードドライブベイから取り外します。 


獲） 獲) 



ハードドライブを取りかけるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードド'ライブタブを左方向に引いて （2) 、ハードドライブを固定します。 

3. ハードドライブのネジ （3) を締めます。 


獲） 獲) 
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4. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピューターのくぼみに合わせますり）。 

5. カバーを元に戻します（2)。 

6. ハードドライブカバーのネジ （3) を締めます。 


奠 



7. バッテリを取り付けなおします。 

8. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

9. コン ピューターの電源を入れます。 
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アップグレードベイ内のドライブの交換 

アップグレードベイには、ハードドライブまたはオプティカルドライブのどちらかを格納できます。 

保護用カードの取り出し 

アップグレードベイには保護用力ードが挿入されている場合があります。アップグレードベイにド 
ライブを挿入するには、保護巧力ードを取り出す必要があります。保護巧力ードを取り出すには、な 
下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コン ピューターに接続されているすべての外付けハードウエアデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、をました平らな場所に 
置きます。 

6. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 

7. マイナスのネジ回しを使巧してつまみをそっと押し込んで、保護巧力ードの固定を解除します 

口)。 

8. 保護用力ードをアップグレードベイから取り出します（3)。 
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ハードドライブの交換 

A を意:一 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にミ主意してください。 

アップグレードベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてくだ 
さい。 コン ピューターの電源が入っているときや、スタンバイまたはハイバネーシ ヨン 状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャッ 
トダウンします。 

ハードドライブをアップグレードベイから取り出すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターにお結されているすべての外付けハードウ；!:アデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に 
置きます。 

6. コンピューターから/くッテリを取り外します。 

7. 保護巧のネジキャップ （1) を取り外し、ハードドライブの4つのネジを取り外します（2)。 



8. アップグレードベイのネジけ）を緩めます。 
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9. マイナスのネジ回しを巧巧してつまみをそっと巧し込んで、ハードドライブの固まを解除します 
口）。 



10. ハードドライブをアップグレードベイから取り出します。 
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アップグレードベイにハードドライブを装着するには、な下の操作を行います。 
1. アップグレードベイにハードドライブを挿入します。 



2. アップグレードベイのネジを締めます。 



'ぶ 
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3. ハードドライブの 4 つのネジを取り付け（1)、保護用のネジキャップ （2) を元の場所に取り付 
けます。 



4. バッテリを取り付けなおします。 

5. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

6. コンピューターの電源を入れます。 

オプティカルドライブの交換 

A を意: — 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にを意してください。 

アップグレードベイからオプティカルドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウン 
してください。コンピューターの電源が入つているときや、スタンバイまたはハイバネーシヨン状態 
のときには、オプティカルドライブを取り外さないでください。 

コン ピューターの電源が切れているか ハイ バネーシ ヨン 状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押して コン ピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャッ 
トダウンします。 

オプティカルドライブをアップグレードベイから取り出すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コン ピューターに接続されているすべての外付けハードウエアデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、まました平らな場所に 
置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 
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7. アップグレードベイのネジけ）を緩めます。 

8. マイナスのネジ回しを使巧してつまみをそっと巧し込んで、オプティカルドライブの固定を解 
除します（2)。 



9. オプティカルドライブをアップグレードベイから取り外します。 
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オプティカルドライブをアップグレードベイに装着するには、な下の操作を行います。 
1. オプティカルドライブをアップグレードベイに挿入します。 




3. バッテリを取り付けなおします。 

4. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

5. コン ピューターの電源を入れます。 
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外付けデバイス 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus ) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、ハ 
ブなどの別売の外付けデバイスをち結するためのハードウェアインタフェースです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属している操作説明 
書を参照してください。 

お使いのモデルのコンピユーターには4つの USB コネクタがあり 、 USB 1.0. USB 1.1. および USB 
2.0 の各デバイスに対応しています。 

別売のドッキングデバイスまたは USB ハブには、コンピユーターで使巧できる USB コネクタが装備 
されています。 

USB デバイスの接続 


A を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを接続するときは無理な力を加えないでく 
ださい。 


▲ USB デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに 
接続します。 




デバイスが検出されると音が鳴ります。 


W を記. ネ刀めて USB デバイスを接続した場合は、デバイスがコンピューターによって認識されたこ 
とを示すメッセージが通知領域に表示されます。 
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USB デバイスの停止および取り外し 


A を意’ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、 USB デバイスを取り外す前にデバイスを停 
止します。 

を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
で〈ださし、。 


USB デバイスを停止して取り出すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリック 
します。 


敦を 記： [ハードウエアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域にある[隠れている 
インジケーターを表示します I アイコン（ド]またはドづ）をクリックします。 


2. -覧からデバイス名をクリックします。 


鞍を 記； 一覧に USB デバイスが表示されない場合、 USB デバイスを取り外す前に停止する必要 
はありません。 


3. [停止] 一 [0 のの順にクリックします。 

4. デバイスを取り外します。 

USB レガシーサポートの使用 

USB レガシーサポート（出荷時に有効に設定されています）を使用すると、な下のことを行えま 


• コンピューターの起動時、または MS-DOS® ベースのプログラムやユーティリティでの、コン 
ピューターの USB コネクタに接続された USB キーボード、マウス、またはハブの使用 

• 別売の外付けマルチベイまたは別売の USB 起動可能デバイスからの起動または再起動 
[Computer Setup] で USB レガシーサポートの有効/無効を切り替えるには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを巧して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [System Configuration ] (システムコンフィ 
ギュレーシヨン）一 [Device Configurations ] (デバイス構成）の順に選巧します。 

4. USB レガシーサポートを無効にするには 、 [USB legacy support ] (USB レガシーサポート） 
の横の [ Disabled ] (無効）をクリックします。 USB レガシーサポートを巧び有劾にするには、 
[USB legacy suppo け] の横の [ Enabled ] (有効）をクリックします。 

5. 変更を保巧して [Comp 山 erSe 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを巧巧して [ File ] (ファイル）一 [Save changes and ex け] (設定を保巧して終了）の順 
に選がしてから、画面の説明に沿って操作します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


USB (Universal Serial Bus) デバイスの使巧 
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1394 デバイスの使用 

IEEE 1394は、高速マルチメディアデバイスまたは高速記憶装置をコンピユーターへ接続するための 
ハードウェアインタフェースです。スキヤナー、デジタルカメラ、およびデジタルビデオカメラ 
は、1394による接続が必要な場合があります。 

1394デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
イ寸属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属している操作説明 
書を参照してください。 

コンピユーターの1394コネクタは 、 IEEE 1394 a デバイスもサポートしています。 

1394デバイスの接続 


A を意： 1394ポートコネクタの損傷を防ぐため、1394デバイスをち続するときは無理な力を加えな 
いでくださし、。 


▲ 1394デバイスをコンピユーターに接続するには、デバイスの1394ケーブルを1394コネクタに 

接続します。 



げ 

咳 


デバイスが検出されると音が鳴ります。 

1394デバイスの停止および取り外し 


A を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、1394デバイスを取り外す前にデバイスを 
停止します。 
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を意： 1394コネクタの損傷を防ぐため、1394デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でくださし、。 


1. タスクバーの右端の通な領域にある[ハードウエアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリック 
します。 


教 注記： [ハードウエアの安全な取りかし]アイコンをま示するには、通知領域にある[隠れている 
-1 ンシケーター任■表尔します]アイコン(ド]またはドづ）をクリツクします。 


2. -覧からデバイス名をクリックします。 


載を 記： 一覧にデバイスが表示されない場合、デバイスを取り外す前に停止する必要はありませ 

。 


3. [停止] 一[〇のの順にクリックします。 

4. デバイスを取り外します。 
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シリアルデバイスの使用（一部のモデルのみ） 

-部のモデルのコンピユーターにはシリアルコネクタがあり、シリアルモデム、マウス、プリンター 
な どの別売のデバイスを接続できます。 

シリアルデバイスには、追加サポートソフトウてアを必要とするものがありますが、通常はデバイ 
スに付属しています。デバイス固有のソフトウエアについて詳しくは、デバイスに付属している操作 
説明書を参照してください。 

▲ シリアルデバイスを接続するには、デバイスのケーブルをコンピューターのシリアルコネクタ 
に接続します。 


にに I 
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外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が増えます。 USB ドライブを追加するには、コンピューターの USB コネクタに接結します。 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 


• 外イ寸けオプティカルドライブ 

別売の外付けデバイスの使用 


歐 を記： 必要なソフトウェアやドライバー、および巧巧するコンピューターのコネクタの種類につい 
て詳しくは、デバイスに付属している説明書を参照してください。 


外付けデバイスをコンピューターに接続するには、な下の操作を行います。 


A を意： 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れてい 
て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 


1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. 別電源が必要なデバイスを接続した場合は、デバイスの電源 コー ドを接地した外部電源の コンセ 
ントに差し込みます。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外イ寸けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピュー 
夕一からデバイスを取り外した後、 デバイスの電源コードを巧きます。 
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ドッキングデバイスの使用 

ドッキングコネクタを使用して、コンピューターを別売のドッキングデバイスに接続できます。別 
売のドッキングデバイスには、コンピューターを装着すると使用できるポートおよびコネクタが装備 
されています。 
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8 外付けメディアカード 


メディアカードリーダーでの力ードの使用 

別売のメディアカードは、データをま全に格納し、簡単にデータを共ちできる力ードです。これらの 
力ードは、他のコンピューターな外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使用さ 
れます。 

メディアカードリーダーな下のフナーマットに対応しています。 

• メモリースティック 

• メモリースティック PRO 

• メモリースティック Duo (アダプターが必要） 

• メモリースティック Duo PRO (アダプターが必要） 

• マルチメディアカード 

• マルチメディアカードプラス 

• SD (Secure Digital) メモリーカード 

• SDHC (SD High Capacity) メモリーカード 

• microSD メモリーカード（アダプターが必要） 

• xD ピクチャーカード 

メディアカードの挿入 

A を意:~ メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを巧入するときには、無理な 

力を加えないで〈ださい。 

1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 
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2. 力ードをメディアカードリーターに巧入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



デバイスが検出されたときに音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニユーが表示 
されます。 

メディアカードの停止と取り出し 


A ま意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、メディアカードを取り出す前に力ードを停止 
してくださし、。 


1. 情報を保巧し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 


鞍を 記： データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの [コ ピーしています]ウィンド 
ウで [キャンセル] をクリックします。 


2. メディアカードを惇止します。 

a . タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアのま全な取りかし]アイコンをダブルク 
リックします。 


歐 を記： [ハードウエアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域にある[隠れて 
いるインジケーターを表示します]アイコン（ド]またはド <]) をクリックします。 

b . -覽からメディアカード名をクリックします。 

C. [停止] 一 [0 のの順にクリックします。 

3. メディアカードを押して固まを解除し（1)、力ードを引いてスロットから取り出します（2)。 
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ExpressCard の使用（一部のモデルのみ） 

ExpressCard は、 ExpressCard スロットに挿入する高性能な PC 力ードです。 

標準の PC 力ードと同様に 、 ExpressCard は PCMCIA (Personal Computer Memory Card International 
Association ) の仕様に準拠していまず。 

ExpressCard の設定 

デバイスに必要なソフトウ ェアの みをインストールしてください。 ExpressCard に付属の説明書にデ 
バイスドライバーをインストールするように記載されている場合は、な下のようにします。 

• お使いのオペレーティングシステム用のデバイスドライバーのみをインストールしてくださし、。 

• ExpressCard の製造販売元が他のソフトウェア（力ードサービス、ソケットサービス、イネー 
ブラーなど）を提供していても、それらをインストールしないで〈ださい。 

ExpressCard の挿入 

A を意:~~ お使いのコンピューターおよび外付けメディアカードの損傷を防ぐため、 PC 力ードを 

ExpressCard スロッ トに挿入しないでください。 

を意： コネクタの損傷を防ぐため、な下の点にを意してください。 

ExpressCard の挿入時に無理な力を加えないでください。 

ExpressCard の使巧中は、コンピューターを動かしたり運んだりしないでください。 

ExpressCard スロッ トには保護用力ードが挿入されている場合があります。保護巧力ードを取り出す 
には、な下の操作を行います。 

1. 保護用力ードを押し込んで（1)、固まを解除します。 

2. 保護用力ードをスロットから引き出します（2)。 



ExpressCard を挿入するには、な下の操作を行います。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 
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2. 力ードを ExpressCard スロットに挿入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



デバイスが検出されると音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニューが表示され 
ます。 


腎 を記： 初めて ExpressCard を挿入した場合は、デバイスがコンピユーターによって認識され 
たことを示すメッセージが通知領域に表示されます。 

W を記 . 装着されている ExpressCard は、巧巧されていなくても電力を消費します。節電するには、 
使用していない ExpressCard を停止するか、取り出して〈ださい。 

ExpressCard の停止と取り出し 

A を意:~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、 ExpressCard を取り出すときは、まず力ード 

を停止してください。 

1. 情報を保存し、 ExpressCard に関連するすべてのプログラムを閉じます。 

載 を記:_ データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの[コピーしています]ウィンド 

ウで[キャンセル]をクリックします。 

2. な下の要領で、 ExpressCard を停止します。 

a . タスクバーのち端の通知領域にある [ハー ドウエアのま全な取り外し]アイコンをダブルク 
リックします。 

m を晶 n [ハードウエアのを全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域にある[隠れて 

いるインジケーターを表示します]アイコン（ド]またはド <]) をクリックします。 

b . —覽から ExpressCard の名前をクリックします。 

C. [停止] 一 [0 のの順にクリックします。 

3. ExpressCard の固まを解除して取り外すには、な下の操作を行います。 

a . ExpressCard をゆっくりと押して（1)、固定を解除します。 

b . ExpressCard をスロットから引き出します（2)。 
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スマートカードの使用 （ 一部のモデルのみ) 


鞍を 記： この章で使用する「スマートカード」という用語は、スマートカードと Java ™ Card の両方 
を指します。 


スマートカードは、メモリおよびマイクロプロセッサが含まれているマイクロチップを搭載したクレ 
ジットカードサイズのオプション製品です。パーソナルコンピューターと同じように、スマート 
力ードは入出力を管理するオペレーティングシステムを内蔵し、改ざんを防止するためのセキュリ 
ティ機能を備えています。スマートカードリーダー （ 一部のモデルのみ）では業界標準のスマート 
力ードを巧巧します。 


マイクロチップの内容にアクセスするには 、 PIN (Personal Identification Number :個人識別番号）が 
必要です。スマートカードのセキュリティ機能について詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してく 
ださい。 


寶を 記： お使いのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。 

スマートカードの挿入 

スマートカードを挿入するには、な下の操作を行います。 

1. スマートカードのラベル側を上にし、力ードがしっかり収まるまで、スマートカードリーダー 
に静かにスライドさせて挿入します。 



2. 画面上の説明に沿って、 スマー トカードの PIN を巧巧して コン ピューターにログオンします。 

スマートカードの取り出し 

スマートカードを取り出すには、な下の操作を行います。 
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▲ スマートカードの両端の部分を持って、スマートカードリーダーから引き出します。 



106第8章外付けメディアカード 


9 メモリモジュール 


お使いのコンピューターには、2つのメモリモジュールコンパートメントが装備されています。メイ 
ンメモリモジュールコンパートメントは、キーボードの下 I こあります。あ張メモリモジュールコン 
パートメントは、コンピューターの裏面にあります。 

コンピューターのメモリ容量をアップグレードするには、空いている拡張メモリモジュールスロッ 
卜にメモリモジュールを追加するか、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモリモ 
ジュールを交換します。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

A を意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前に、接地され 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 
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拡張メモリモジュールスロットのメモリモジュールの追加ま 

たは交換 

拡張メモリモジュールスロットにメモリモジュールを追加したり、メモリモジュールを交換したり 
するには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
ボタンを巧してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーテイングシステムの通常の手 
順でシャットダウンします。 

3. コンピューターにち続されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. コンピューターを裏返してまました平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリをすべて取り外します。 

7. メモリモジュールコンパートメントカバーのネジ （1) を総めます。 

8. メモリモジュールコンパートメントカバーを持ち上げて （2) コンピューターから取り外しま 
す。 



9. な下の手順に沿って操作し、メモリモジュールを取り外します。 
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歐 を記； 拡張メモリモジュールスロットを取り外す必要がない場合は、手順9を省略して手順 
10に進んでください。 


a . メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A を意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左ちの 
端を持って〈ださい。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 

b . メモリモジュールの左ちの端の部分を持って、そのままゆっくりと約め上に引きはいて 
(2) 取り外します。 

取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 



10. な下の要領で、メモリモジユールを取り付けます。 

a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 


A を意； メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを}及うときは必ず左ちの 
端を持って〈ださい。メモリモジュールの端子部分に触ったりメモリモジュールを巧り曲 
げたりしないようにま意してください。 


b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに巧し込み、巧をの 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます口）。 
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c . カチッと音がして留め具がメモリモジユールを固をするまで、メモリモジユールの左ちの 
端をゆっくりと押し下げます（3)。 



11. メモリモジュールコンパートメントカバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます 

(1)。 

12. メモリモジュールコンパートメントカバーを取り付けなおします (2) 〇 

13. メモリモジュールコンパートメントカバーのネジ （3) を締めます。 



14. バッテリを取り付けなおします。 

15. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

16 . コン ピューターの電源を入れます。 
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メインメモリモジュールスロツトのメモリモジュールのアツ 
プグレード 

メインメモリモジュールスロットのメモリモジュールをアップグレードするには、な下の操作を行 
います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピューターをシャットダウンします。 

コン ピューターの電源が切れているか ハイ バネーシヨンが態なのかわからない場合は、まず電源 
ボタンを押して コン ピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手 
順でシャットダウンします。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリをすベて取り外します。 

7. 3つのキーボードのネジを緩めます。 



8. コンピューターのカバーを上にして開きます。 
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9. キーボードの上端部分をゆつくり持ち上げ（1)、キーボードをスライドさせてコンピューターか 
ら取り外します（2)。 



10. な下の手順に沿って操作し、メモリモジュールを取り外します。 

a . メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A を意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧うときは必ず左右の 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 

b . メモリモジュールの左右の端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上に引き抜いて 
(2) 取り外します。 

取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 
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11. な下の要領で、メモリモジユールを取り付けます。 

a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 


A を意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左ちの 
端を持って〈ださい。メモリモジュールの端子部分に触ったりメモリモジュールを巧り曲 
げたりしないようにま意して〈ださし、。 


b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます（2)。 

C. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左ちの 
端をゆつくりと巧し下げます（3)。 



12. キーボードスロットのタブとキーボードのくぼみを合わせてからけ）、キーボードをしっかり 
と収まるまで押し込みます（2)。 
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13. カバーを閉じます。 

14. コンピユーターを裏返してをました平らな場所に置きます。 

15. 3つのキーボードのネジを締めます。 



16. バッテリを取り付けなおします。 

17. コン ピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

18. コン ピューターの電源を入れます。 


114第9章メモリモジュール 


ハイバネーシヨンフアイルに必要なハードドライブ領域の拡 

張 


ハイバネーションを起動すると、データがハードドライブのハイバネーションファイルに保存された 
後、コンピユーターがシャットダウンされます。ハイバネーションファイルを保巧するためのハード 
ドライブの領域は、システムメモリの容量に基づき、オペレーティングシステムによって確保され 
ます。メモリを増設すると、ハイバネーションファイルに必要なハードドライブ領域がオペレーティ 
ングシステムによって f 店張されます。 

メモリを増設した後にハイバネーションに関する問題が発生した場合は、ハイバネーションファイル 
の化張に必要な空き領域がハードドライブに十分にあることを確認してください。 

メインハードドライブの空き領域を表示するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[マイコンピユータ]の順に選択します。 

2. -覧からメインハードドライブを右クリックし、次に[プロパティ]をクリックします。 

▲ ハイ/け、ーションファイルに必要な空き容量を確認するには、に夕ート]一[コントロールパネ 
ル]一[パフォーマンスとメンテナンス]一[電源オプション]一[休止状態]タブの順に選択します。 

ハードドライブの空き領域がハイバネーションファイルに必要な領域よリルさい場合、ハード 
ドライブの空き領域を増やすにはな下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[ヘルプとサポート]一[パフォーマンスとメンテナンス]一[ディスク領域に空き 
領域を作成する]の順に選巧して、画面の説明に沿って操作します。 
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10 セキュリティ 


コンピューターの 保護 


鞍を 記. セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盜難を完全に防ぐものではありません。 

を記； 一部の国または地域のコンピューターでは、オンラインセキュリティべースの追跡および 
復元サービスである [CompuTrace] がサポートされていて、一部の地域のみで利用できます。コンピュー 
夕一が盜まれた場合、 不正なユーザーがインターネットにアクセスすると、 [CompuTrace] による追跡 
が行われます。に ompuTrace] を使用するには、ソフトウェアを購入し、サービス登録を行う必要があ 
ります。 [CompuTrace] ソフトウェアの購入じついては、 HP の Web サイト 
http://www.hDshoi:yDina.com/ (英語サイト）にアクセスしてください。 


お使いのコンピューターが備えているセキュリティ機能で、コンピューター自体、個人情報、および 
データをさまざまなリスクから保護できます。コンピューターの使巧ちまによって、必要なセキュリ 
ティ機能がみまります。 


Windows オペレーティングシステムによって、特定のセキュリティ機能が提供されます。その他の 
セキュリティ機能は、な下の表のとおりです。これらのセキュリティ機能のほとんどは、 [Computer 
Setup] ユーティリティ（な下、 [Computer Setup]) で設定できます。 


セキュリティの巧を 

使用するセキュリティお能 

コンピューターの不正な使用 

パスワード、スマートカードまたは指紋認証システムと、 

[HP ProtectTools Security Manager] (HP ProtectTools セキュ 
リティマネージヤー）の組み合わせ 

[Computer Set 叩 ] け 10 ) への不正アクセス 

[Computer Setup ] の BIOS administrator password (BIOS 管 
理をパスワード ）* 

ハードドライブのデータへの不正なアクセス 

[Computer Set 叩 ] の DriveLock ( ドライブロック）パスワード 

オプティカルドライブ、フロッピーディスクドライブ、また 
は内蔵ネットワークアダプターからの不正な起動 

[Computer Setup] の [Boot options] ( ブートオプション）機能 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

HP ProtectTools Security Manager 

データへの不正なアクセス 

• ファイアウオールソフトウエア 


■ Windows Update 

• Drive Encryption for HP ProtectTools 


[Computer Set 叩]設定などのシステム識別情報への不正なア [Computer Setup] の BIOS administrator password* 
クセス 
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セキュリティの対を 

使用するセキュリティ機能 

コンピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 
ティロックケーブルとともに使用） 


* に omputerSeUjp ] は、プリインストールされた ROM ベースのューティリティです。オペレーティングシステムが動かな 
かったり読み込まれなかったりする場合でも使巧できます 。 [Computer Setup ] で項目間を移動したり項目を選巧したりする 
には、ポインティングデバイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボードを使 
用します。 


パスワードの使用 

ほとんどのセキュリティ機能では、パスワードを使巧します。パスワードを設定したら、パスワード 

を書きとめて、コンピューターとは別のを全な場所に保管して〈ださい。パスワードについては、な 

下の点にを意してください。 

• セットアップ、および DriveLock (ドライブロック）のをパスワードは [Computer Setup] で設ま 
され、システム BIOS によって管理されます。 

• 内蔵セキュリティパスワードは [HP ProtectTools Security Manager] (HP ProtectTools セキュリ 
ティマネージャ ー） のパスワードであり、 [Computer Setup] で有効に設をすることで、通常の 
[HP ProtectToo 间の機能に加えて BIOS パスワードによって保護されます。内蔵セキュリティパ 
スワードは、別売の内蔵セキュリティチップとともに使用されます。 

• Windows パスワードは、 Windows オペレーティングシステムでのみ設定されます。 

• [ComputerSetup] で設定した BIOS administrator password (BIOS 管理者■パスワード）を忘れて 
しまった場合は、 [HP SpareKey] を使用して [Computer Setup] にアクセスできます。 

• [Computer Setup] で設定した DriveLock の user password (ユーザーパスワード）および 
DriveLock の master password (マスターパスワード）の両方を忘れてしまうと、これらのパス 
ワードで保護されているハードドライブがロックされたままになり、恒久的に使巧できなくなり 
ます。 

[Computer Se 山 P ] の機能と Windows のセキュリティ機能には、同じパスワードを巧巧できます。ま 

た、複数の [Computer Se 山 P 雌能に同じパスワードを使用することもできます。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれないま全な場所に保管 
する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保巧しない 

な下の表で、一般に使巧される Windows パスワードおよび BIOS administrator password を示し、そ 

れぞれの機能について説明します。 

Windows でのパスワードの設定 


Windows のパスワード 

機能 

管理をパスワード* 

Windows の管理者レベルのアカウントへのアクセスを保護し 
ます 
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Windows のパスワード 

機能 

ユーザーパスワード* 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します 

♦Windows の管理者パスワードまたは Windows のユーザーパスワードの設定については、 [ スタート ] 一[ヘルプとサポ ート ] 

の順に選がしてください。 

uter Setup ] でのパスワードの設定 

BIOS 管理を用パスワード 

機能 

BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード） 

[Computer Set 叩]へのアクセスを保護します 

DriveLock の master password (マスターパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。また、 DriveLock による保護の解除 
に使巧します。このパスワードは DriveLock を有効にする操 
作の過程で設定します 

DriveLock の user password (ユーザーパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。 DriveLock をち効にする操作の過程 
で設をします 

TPM 内蔵セキュリティパスワード 

BIOS administrator password としてち効にすると、コン 
ピューターの電源投入時、再起動時、またはハイバネーショ 
ンの終了時に、コンピューターの内容へのアクセスを保護し 
ます 

このパスワードを使用するには、オプションの内蔵セキュリ 
ティチップでこのセキュリティ機能がサポートされている必 
要があります 


BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード） 

[Computer Setup ] の BIOS administrator password は 、 [Computer Setup ] 内の各種設定とシステム識別 
情報を保護します。いったんこのパスワードを設定すると、次回から [Computer Setup ] にアクセスす 
るとき、および [Computer Setup ] を使巧して変更を行うときにはパスワードの入力が必要になります。 

BIOS administrator password にはな下のような特徴があります。 

• [Computer Setup ] のセットアップパスワードと Windows の管理者■パスワードには同じ文字列を 
巧巧できますが、互いに代替できるものではありません。 

• パスワードは、設定、入力、変更または削除するときに画面に表示されません。 

• パスワードを入力するときは、設定したときと同じキーを使用する必要があります。たとえば、 
ファンクシヨンキーの下にある数字キーを使巧して BIOS administrator password を設ミした場 
合、その後その数字を内蔵テンキーを使用して入力しても同じ文字として認識されません。 

• 32文字レ: i 内の半角英数字の組み合わせで、大文字と小文字は区別されません（管理をによって 
別の設定を強制されていない場合）。 
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BIOS administrator password (BIOS 管理者■パスワード）の管理 

BIOS administrator password は、 [Computer Setup ] で設ま、変更、および削除できます。 

に omputerSetup ] でこのパスワードを設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [Setup BIOS 
Administrator Password] (BIOS 管理き■パスワードの設定）の順に選巧し、 enter キーを押しま 
す。 

4. メッセージが表示されたら、パスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

6. 変更を保存して [Comp 山 erSe 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Ex け](変更を保巧して終了）の順 
に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[ ComputerSetup ] でこのパスワードを変更するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを巧して、に omputer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Security] 一 [Change Password] の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

6. 変更を保存して [Comp 山 er Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] をクリックしてか 
ら画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] 一 [Save Changes and Ex け]の順に選巧し、 enter キーを巧します。 
変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[ComputerSe 山 P ] でこのパスワードを削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 
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3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [ Security ] 一 [Change Password ] の順に選巧 
し、 enter キーを巧します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. 新しいパスワードを入力するように要ホされたら、フィールドを空欄のままにして enter キーを 
押します。 

6. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [ Yes ] (はい）を選択します。 

7. 再度、新しいパスワードを入力するように要ホされたら、フィールドを空欄のままにして、 enter 
キーを押します。 

8. 変更を保巧して [ ComputerSetup ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [ File ] 一 [Save changes and ex け]の順に選択し、 enter キーを押します。 
変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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BIOS administrator password (BIOS 管理者 ■ パスワード）の入力 


[BIOS administrator password ] の入力画面で自分のパスワードを入力し（パスワード設定と同じキー 
を使巧）、 enter キーを押します。3回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動して 
入力しなおす必要があります。 

[ ComputerSetup ] の DriveLock ( ドライブロック）の使用 


A を意： DriveLock で保護されているハードドライブが恒久的に使巧できなくなることを防ぐため、 
DriveLock の user password (ユーザーパスワード')と master password (マスターパスワード）を、 
紙などに書いて他人の目にふれないを全な場巧に保管しておいてください。 DriveLock パスワードを 
両方とも忘れてしまうと、これらのパスワードで保護されているハードドライブがロックされたまま 
になり、恒久的に使用できなくなります。 


DriveLock で保護することによって、ハードドライブのデータへの不正なアクセスを防止できます。 
DriveLock による保護は、コンピユーターの内蔵ハードドライブにのみ設定できます。いったん 
DriveLock による保護を設定すると、ドライブにアクセスするときにパスワードの入力が必要になり 
ます。 DriveLock のパスワードでドライブにアクセスするには、ドライブをアドバンストポートリプ 
リケータではなく、コンピューターに装着しておく必要があります。 

DriveLock による保護をコンピユーターの内蔵ハードドライブに設定するには、 Computer Setup ] で 
user password および master password を設定してお〈必要があります。 DriveLock による保護を設 
定するときは、な下の点にを意してください。 

• いったん DriveLock による保護を設ますると、 user password または master password のどちら 
かを入力することでのみ、保護されているハードドライブにアクセスできるようになります。 

• user password は、通常システム管理をではなく実際にハードドライブを使用するユーザーが設 
定する必要があります。 master password は、システム管理をまたは実際にハードドライブを使 
巧するユーザーが設定できます。 

• user password と master password は、同じであってもかまいません。 

• DriveLock によるドライブの保護を解除しないと、 user password や master password を削除で 
きません。 DriveLock によるハードドライブの保護を解除するには、 master password が必要で 
す。 
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DriveLock パスワードの設定 

[Computer Setup] で DriveLock パスワードを設定するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] という メッセー ジが 
表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock 
Password] (DriveLock パスワード）の順に選巧し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスを巧巧して、保護するハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを使巧して、保護するハードドライブを選巧し、 enter キーを押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [Yes] (はい）を選択します。 

6. メッセージが表示されたら、 master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キー 
を押します。 

7. メッセージが表示されたら、確認のために master password を再度入力して、 enter キーを巧し 
ます。 

8. メッセージがま示されたら user password (ユーザーパスワード）を入力して、 enter キーを巧 
します。 

9. メッセージが表示されたら、確認のために user password を巧度入力して、 enter キーを巧しま 
す。 

10. 選巧したドライブが DriveLock によって保護されているかを確認するには、確認フィールドに 
「DriveLock」 と入力し、 enter キーを押します。 

寶 を!打一 DriveLock の確認フィールドでは大文字とル文字が区別されます。 

11. 変更を保巧して [ComputerSetup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保巧）をクリッ 
クしてから画面にま示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順 
に選 t 尺し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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DriveLock パスワードの入力 

ハードドライブが、別売のドッキングデバイスや外付けマルチベイではなくコンピューター本体の 
ハードドライブベイに装着されていることを確認します。 

[DriveLock Password] (DriveLock パスワード）画面が表示されたら、パスワードを設定したときと 
同じ種類のキーを使用して user password (ユーザーパスワード）または master password (マス 
夕ーパスワード）を入力し、 enter キーを押します。 

パスワードを2回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターの電源を切ってから巧び起動し、 
入力しなおしてください。 
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DriveLock パスワードのを更 

[Computer Se 山別で DriveLock パスワードを変更するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] という メッセー ジが 
表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock 
Password] (DriveLock パスワード）の順に選巧し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスを巧巧して、内蔵ハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを使巧して、内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを押します。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、変更するパスワードを選択します。 

6. メッセージが表示されたら現在のパスワードを入力して、 enter キーを巧します。 

7. メッセージが表示されたら新しいパスワードを入力して、 enter キーを押します。 

8. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力して、 enter キーを押し 
ます。 

9. 変更を保巧して [ComputerSetup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保巧）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順 
に選 t 尺し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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DriveLock による保護の解除 

[ComputerSetup] で DriveLock による保護を解除するには、が下の操作を巧います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] というメツセージが 
表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock 
password] (DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押しまず。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、 [Disable protection] (保護を無効にす 
る）を選択します。 

6. master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キーを押します。 

7. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリツ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印年一を使巧して [File] (ファイル）一 [Save changes and exit] (変更を保巧して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] の自動 DriveLock の使用 

複数のユーザーがいる環境では、自動 DriveLock パスワードを設定できます。自動 DriveLock パスワー 
ドを有効にすると、ランダムな user password (ユーザーパスワード）と DriveLock の master 
password (マスターパスワード）が作られます。ユーザーのパスワード認証が通ると、同じランタ 
ムな user password と DriveLock の master password が使用され、ドライブの保護がち军除されます。 


野を 記： B に S administrator password (BIOS 管理者■パスワード）がないと、自動 DriveLock 機能に 
はアクセスできません。 


自動 DriveLock パスワードの入力 

[Computer Setup] で自動 DriveLock パスワードを有効にするには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ） -^[Automatic 
DriveLock] (自動 DriveLock ) の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選 t 尺し、 enter キーを 
押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [Yes] (はい）を選択します。 

6. 変更を保巧して [Comp 山 erSe 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保巧）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 
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または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを巧します。 

自動 DriveLock による保護の解除 

[Computer Setup] で DriveLock による保護を解除ずるには、1^>1下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [Automatic 
DriveLock] (自動 DriveLock) の順に選がし、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押します。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、 [Disable protection] (保護を無効にす 
る）を選択しまず。 

6. 変更を保存して [ComputerSetup] を終了ずるには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢げキーを使用して [File] (ファイル）一 [Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 
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Computer Setup ] のセキュリティ機能の使用 

システムデバイスのセキュリティ保護 

[Computer SetuP] のな下のメニューでシステムデバイスを無効または有効にできます。 

• Boot Options (ブートオプション） 

• Device Configurations (デバイス構成） 

• Built-In Device Options (内蔵デバイスオプション） 

• Port Options (ポートオプション） 

[ComputerSetup] でシステムデバイスを無効または再び有効にするには、お下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動しまず。 

3 - ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [System Configuration] (システムコン フィ 
ギュレーション）を選択してから、 [Boot Options]、[Device Configurations] 、 [Built-In Device 
Options ]、 または [Port Options] のどれ力、^選択しまず。 

4- enter キーを押します。 

5. オプションを無効にするには、そのオプションの横の [Disabled] (無効）をクリックします。 
または 

矢印キーを使用して、オプションの横の [Disabled] (無効）を選択し、 enter キーを押します。 

6. オプションを巧び有効にするには、そのオプションの横の [Enabled] (有効）をクリックします。 
または 

矢印キーを使用して、オプションの横の [Enabled] (有効）を選択し、 enter キーをす甲しまず。 

7. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作しまず。 

または 

矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] のシステム情報を表示する 

に omputer Setup] の [System Information] (システム情報）機能では、な下の2種類のシステム情報を 
表示できます。 

• コンピューターモデルおよびバッテリについての識別情報 

• プロセッサ、メモリ、 ROM、 ビデオのリビジョン、キーボードコントローラーのバージョン、 
および無線識別番号についての仕様情報 
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[Computer Se 山 p] でこのシステム情報全般を表示するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧巧して [File] (ファイル）一 [System Information] 
の順に選巧し、 enter キーを巧します。 


敷 ま記： この情報への不正なアクセスを防ぐには、 [Computer Setup] で BIOS administrator password 
(BIOS 管理をパスワード）を作成する必要があります。 


Computer Setup ] のシステム ID の使用 

[Computer Setup] の [System IDs] (システム ID) 機能では、コンピューターのァセットタグおよび 
才ーナーシップタグを表示または入力できます。 


鞍 を記： この情報への不正なアクセスを防ぐには、 [Computer Setup] で BIOS administrator password 
(BIOS 管理をパスワード）を作成する必要があります。 


[Computer Se 山 P] でこの機能を管理するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [System IDs] 
の順に選巧し、 enter キーを巧します。 

4. ポインティングデバイスまたは失印キーを使用して [Notebook asset ね g] (ノ ートブックコン 
ピューターアセットタグ）または [Notebook ownership tag] (ノートブックコンピューター 
才ーナーシップ タグ） を選択し、情報を入力します。 

5. 設まが終了したら、 enter キーを押します。 

6. 変更を保巧して [Comp 山 erSetup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save changes and exit] (変更を保巧して終了）の順 
に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときにち効になります。 
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ウイルス対策ソフトウェアの使用 

コンピユーターで電モメールを巧巧するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピユーターがコンピユーターウィルスの危險にさらされます。コンピユーターウィル 
スに感染すると、オペレーティングシステム、プログラム、およびユーティリティなどが巧用できな 
くなったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。 

ウィルス対策ソフトウェアを使用すれば、ほとんどのウィルスが検出、駆除されるとともに、通常、 
ウィルスの被害にあった箇所を修復することも可能です。新しく発見されたウィルスからコンピユー 
夕一を保護するには、 ウィルス対策ソフトウてアを最新の状態にしておく必要があります。 


お使いのコンピューターには、ウイルス対■策ソフトウェアとして [McAfee Total Protection] (McAfee 
卜ータルプロテクション）がプリインストールまたはプリロードされています。 

ウィルス対策ソフトウェアがプリインストールされている場合は、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]一 [McAfee] 一 [Managing Services] (管理サービス）一 [Total Protection] ( I —タルプロテクショ 

ン）の順に選択します。 

ソフトウェアがプリロードされている場合は、 [スター ト ] 一 [ すべてのプログラム ] 一 [HP Software 
Setup] (HP ソフトウェアセットアップ）の順に選巧してから、画面の説明に沿って操作して [McAfee 
Total Protection] (McAfee I —タルプロテクション）ソフトウェアを口ードします。 

コン ピューターウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキスト 
フイールドに「ウイルス J と入力してください。 
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ファイアウナールソフトウェアの使用 

コンピューターで電モメ ールやネットワークを巧巧したりインターネットにアクセスしたりする場 
合、巧巧しているコンピューター、使巧をの個人巧ファイル、および使用をに関する情報を、第=を 
が不正に取得してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリイン 
ストールされているファイアウォールソフトウェアを使用してください。お使いのコンピューターに 
は、ウィルス巧まソフトウェアとして [McAfee Total Protection] (McAfee 卜ータルプロテクション） 
がプリインストールされています。ソフトウェアにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプログ 
ラム]一 [McAfee] 一 [Managing Services] (管理サービス）一 [Total Protection] ( I —タルプロテク 
ション）の順に選択します。 

ネットワーク化理のログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を使用し 
て、コンピューターでの送受信の流れを監視します。詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書を参 
照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディスクに収録されている 
か、またはソフトウてアの製造元の Web サイトから入手できます。 


敷を 記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックした 
り、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添付 
ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解みするには、ファイアウォールを 
無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を恒久的に解 
決するには、必要に応じてファイアウォールを再設定したり、他の侵入検知システムのポリシーや設 
をを調整したりします。詳しくは、ネットワーク管理者または IT 部門に問い合わせてください。 
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緊急セキュリテイアツプデートのインストール 


A を意： Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。お使いのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護するため、通知があった場合はすぐに 
Microsoft 社からのすべてのナンライン緊急アップデートをインストールしてください。 


オペレーティングシステムやその他のソフトウエアに対するアップデートが、コンピユーターの工場 
出荷後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコンピユー 
夕一にインス 卜ールされているようにするには、な下の操作を行います。 

• Windows Update を毎月実行して、 Microsoft なが提供する最新のソフトウエアをインストールし 
ます。 


• アップデートがリリースされるたびに、 Microsoft なの Web サイトおよび[ヘルプとサポート]の 
アップデートリンクから入手します。 
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[HP ProtectTools Security Manaqerl (HP ProtectTools セ 
キュリティマネージャー ) の运角 （ 一韩のモデルのみ） 

—部のモデルのコンピューターでは、 [HP ProtectTools Security Manager] ソフトウェアがプリインス 
卜ールされています。このソフトウェアは、 Windows の[コントロールパネル]からアクセスできま 
す。このソフトウェアが提供するセキュリティ機能は、コンピューター本体、ネットワーク、および 
重要なデータを不正なアクセスから保護するために役立ちます。詳しくは、 [HP ProtectToo 间ソフト 
ウェアのヘルプを参照してください。 
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セキュリティロックケーブルの取り付け 


鞍を 記： セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盜難を完全に防ぐものではありません。 


1. 固定された物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をケーブルロック （2) に差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット （3) 
に差し込み、鍵をかけます。 



m を記： お使いのコンピューターの外観は、図と異なる場合があります。セキュリティロックケー 
ブル巧スロットの位置は、コンピューターのモデルによって異なります。 
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ソフトウエアの更新 


ソフトウェアの更新 

コンピューターに付属しているソフトウェアの更新版は、 [HP Update] (HP アップデート）ユーティ 
リティを介して、または HP の Web サイトから入手できます。 

[HP Upda 词ユーティリティは、 HP の最新ソフトウェアを自動的にチェックします。このユーティリ 
ティは指定した時間間隔で実行され、セキュリティの強化対策などのサポート警告の一覧およびソフ 
トウ X アやドライバーの更新（任意）を表示します。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ソフトウェアとドライバーのアップデート]の順に選巧し、画面の 

説明に沿って操作することで、いつでも最新ソフトウてアを調べることができます。 

HP の Web サイトには、多くのソフトウェアが SoftPaq という圧縮ファイル形まで提供されていま 
す。一部の最新 B に S は、 ROMPaq という名前の圧縮ファイルで提供される場合があります。 

—部のダウンロ ードパッケージには、このファイルのインストールやトラブルシューティングに関す 
る情報が記載された Readme.txt ファイルが含まれます。 （ROMPaq に収録されている Readme.txt 
ファイルは、英語で提供されています。） 

HP の Web サイトでソフトウェアを更新するには、レ: i 下の操作を行います。 

1. お使いのモデルのコンピューター、製品のカテゴリ、およびシリーズまたはファミリを確認しま 
す。コンピューターに現在インストールされている BIOS の/くージョンを確認して、システム 
BIOS アップデートを準備します。詳しくは、 「BIOS のバージョンの確認」を参照してくださ 
い。 

コンピューターがネットワークに接続されている場合は、ソフトウェアアップデート（特にシ 
ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実行してく 
ださし、。 


載を 記： コンピユーターシステムの BIOS は、システム ROM に格納されます。 BIOS は、オペ 
レーティングシステムを初期化し、コンピユーターとハードウてアデバイスとの通信方まをホ 
定し、ハードウエアデバイス間で日付と時刻などのデータを転送します。 


2. Web ブラウザーを開き、 httD://www.hD.com/suDDort/ を表示します。 

3. 国または地域を選択します。 

4. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕 一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

5. enter キーを巧します。 

6. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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BIOS の更新 

BIOS を更新するには、まず現在使用している BIOS のバージョンを確認してから、新しい BIOS をダ 
ウンロ ードしてインストールします。 

BIOS のバージョンの確認 

BIOS のバージョン情報 （ROM の日付またはシステム BIOS とも呼ばれる）を表示するには、 Fn + 
Esc キーを押す （Windows を起動している場合）力、、または [Computer Setup] を使用します。 

[Computer Se 山 P] を使巧して BIOS の情報を表示するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [System Information] 
(システム情報）の順に選択します。 

4. [File] メニューに戻るには、 esc キーを巧します。 

5. 画面の左下隅にある [Exit] (終了）をクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 
または 

矢印キーを使用して [File] 一 [Ignore changes and exit] (変更を無巧して終了）の順に選択し、 
enter キーを巧します。 
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BIOS アップデートのダウンロード 


A を意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 
ドおよびインス トールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使巧した信賴性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップデー 
卜をダウンロ ードまたはインストールしないで〈ださい。ダウンロ ードおよびインストール時は、な 
下の点に;'主意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源供給を遮断することはおや 
めください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スタンバイやハイバネーシヨンを起動したりしないでくだ 
さい。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの巧入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 


BIOS アップデートをダウンロードするには、な下の操作を行います。 


鞍を 記. BIOS アップデートは必要に応じてリリースされます。お使いのコンピューター用に BIOS 
アップデートが準備されていない場合もあります。 HP の Web サイトを定期的にチェックして、 B に S 
アツプデートがあるかどうかを確認することをおすすめします。 


1. Web ブラウザーを開き、 httD://www.hD.com/suDDort/ を表示して、国または地域を選択します。 

2. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]ナプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名または製品番号を [製品名 ■番号で検索]フィールドに入力して、 enter キーを押しま 
す。 

3. -覽に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. お使いのオペレーティングシステムをクリックします。 

5. 画面の説明に沿って、ダウンロードする BIOS アップデートにアクセスします。ダウンロードの 
日イ寸や名前、またはその他のファイルを識別するための情報をメモしておきます。後で、ハード 
ドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情報が必要になる場合があります。 

6. ダウンロードエリアで、な下の操作を行います。 

a. お使いの コン ピューターに現在イ ンス トールされている BIOS のバージョンよりも新しい 
BIOS アップデートを確認します。 

b. 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスをメモします。このパスは、アップ 
デートをインストールするときに必要です。 


鞍を 記. コンピユーターをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート（特にシ 
ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理まに確認してから実行して〈ださ 
い。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スターり一[マイコンピュータ]の順に選巧して、 Windows の[エクスプローラ]を開きます。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、 [口ーカル ディスク （ C:)] を指定します。 
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3. BIOS ソフトウエアをダウンロードした時のメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保巧されているフナルダーを開きます。 

4. 化張子が. exe であるファイル （filename.exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


をを 記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 


プログラムおよびドライバーの更新 

1. Web ブラウザーを開き、 httD://www.hD.com/suDDort/ を表示して、国または地域を選巧します。 

2. [ドライバー色ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名または製品番号を [製品名 •番号で検索]フィールドに入力して、 enter キーを押しま 
す。 

3. -覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. お使いのオペレーティングシステムをクリックします。 

5. アップデートの一覧が表示されたら、アップデートをクリックして追加の情報を含むウィンドウ 
を開きます。 

6. [ダウンロードを開始する]をクリックします。 

7. ファイルをダウンロードしないで更新されたソフトウェアをインストールするには、[実行]をク 
リックします。 

または 

コンピューターにファイルを保存するには、[保巧]をクリックします。メッセージが表示された 
ら、ハードドライブ上のファイルを保存する場所を選巧します。 

ファイルをダウンロードしたら、ファイルを保巧したフォルダーに移動し、ファイルをダブルク 
リックしてアップデートをインストールします。 

8. インストールが完了した後に、コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示された場合 
は、コンピューターを巧起動します。 


ソフトウェアの更新137 





12 バックアップおよび復元 


情報を保護するには、 Windows のバックアップューティリティ（一部のモデルのみ）を使巧して、 
ファイルおよびフォルダーをバックアップするか、復元ポイントを作成します。システムに障害が発 
生した場合は、バックアップファイルを使巧してコンピューターを復元できます。 

Windows には、な下のオプシヨンが用意されています。 

• 個々のファイルやフォルダーのバックアップ 

• すべてのファイルおよびフォルダーのバックアップ 

• 自動バックアップのスケジュールの設を 

• 復元ポイントの作成 

• 情報の復元 

鞍 を記^一 詳しい手順については、[ヘルプとサポート]でこれらの項目を参照して〈ださい。 

を記； システムが不安をな場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利用できるように保管しておく 
ことをおすすめします。 
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情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態が復元さ 
れます。ソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐにネ刀期バックアップを作成してくださし、。 
その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期的にシステムをバックアップ 
し、適切な新しいバックアップを作成しておくようにしてください。 


個別のファイルやフォルダーを、別売の外付けハードドライブまたはネットワークドライブにバック 
アップできます。 

バックアップを行う場合は、な下の点を参考にしてください。 

• 個人用ファイルを[マイドキュメント]フォルダーに保巧して、定期的にバックアップします。 

• 関連付けられたプログラムに保存されているテンプレートをバックアップします。 


• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設定のスクリーン 

ショットを撮って保巧します。設定値や内容をリセットする必要がある場合、スクリーンショッ 
卜を撮っておくと時間を節約できます。 

画面をコピーしてワープロ文書などに貼り付けるには、な下の操作を行います。 

a. 保存する画面を表示させます。 

b. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウだけをコピーするには、 alt + fn + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには、 fn + prt SC キーを押します。 

C. ワープロソフトなどの文書を開くか新し〈作成して臨蔚一[貼り付け]の順に選択します。 

画面のイメージが文書に追加されます。 
d . 文書を保存します。 

Windows のバックアップユーティリティ（一部のモデルのみ）を使用してバックアップを作成する 
には、な下の操作を行います。 

野 を晶^ も'使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ化 

理を開始してください。 

を記： ファイルのサイズやコンピューターの化理速度に応じて、バックアップ処理には1時間な上 
かかることがあります。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[バックアッスの順に選 

択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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復元の実行 

お使いのコンピューターには、システムの障害やシステムが不を定な場合に備え、ファイルを復元す 
る1^|下のツールが巧意されています。 

• Windows リカバリツール（一部のモデルのみ）： Windows のバックアップューティリティを使 
用して、な前バックアップを行った情報を復元できます。 

• オペレーティングシステムディスクおよびに river Recovery』 （ドライバーリカバリ）ディス 
ク（お使いのコンピューターに付属）：これらのディスクを使巧して、工場出荷時にインストー 
ルされていたオペレーテイング システムとプログラムを復元できます。 


情報の復元 

な前バックアップした情報を復元するには、な下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. [ スタート ] 一 [ すべてのプログラム ] 一 [ アクセサリ ] 一 [ システムツール ] 一[バックアッスの 順に選 

択します。 

[/《ックアップまたは復元ウィザード]が表示されます。 

3. [ファイルと 設定を復元する]一 [ 次へ ] の順にクリックします。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

敷 を記； Windows からの復元の開始について詳しくは、[ヘルプとサポート]でこの項目を参照してく ~ 

ださい。 

オペレーティングシステムとプログラムの復元 

A を意： 復元プロセスによって、ハードドライブの内容が完全に消去され、再 フナー マットされま’ 

す。 コン ピューター上に作成したすべてのファイルおよびインスIルしたすべてのソフトウェアが 
完全に削除されます。復元プロセスによって、初期状態のオペレーティングシステム、ソフトウェ 
ア、およびドライバーが再インストールされます。工場出荷時にインストールされていなかったソフ 
トウェア、ドライバー、およびアップデートは、手動でインストールする必要があります。個人巧 
ファイルはバックアップから復元する必要があります。 

オペレーティングシステムとプログラムを復元するには、な下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. オペレーティングシステムディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. コンピューターをシャットダウンします。 

4. コン ピューターの電源を入れます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、オペレーティングシステムをインストールします。 

6. オペレーティングシステムがインストールされたら、オペレーティングシステムディスクを取 
り出して、 『Driver Recovery』 （ドライバーリカバリ）ディスクを巧入します。 

7. 画面の説明に沿って操作し、ドライバーとプログラムをインストールします。 
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13 Computer Setup 


Computer Setup ] の開始 

[Computer Se 山 p] は、プリインストールされた ROM ベースのユーティリティです。ナペレーティン 
グシステムが動かなかったり読み込まれなかったりする場合でも巧用できます。 


鞍 を記： このガイドに記載されている [ComputerSetup] の一部のメニユー項目は、お使いのコンピユー 
夕 一では使用で きない場合があります。 

を記： [Computer Setup] では、 USB レガシーサポート機能が有効な場合にのみ、 USB コネクタに 
接続された外付けキーボードまたはマウスを使用できます。 


[ComputerSe 山 P ] を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 


Computer Setup ] の使用 

[Computer Setup ] での移動および選択 

[ComputerSetup] の情報および設定は、 [File] (ファイル）、 [Security] (セキュリティ）、および [System 
Configuration] (システムコンフイギュレーシヨン）のメニューからアクセスできます。 

[ComputerSe 山 P ] で移動および選択するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、ポインティングデバイスを使巧して項目を 
クリックするか、キーボードの tab キーや矢印キーを巧用して項目を移動してから enter 
キーを押します。 

• 画面を上下にスクロールするには、ポインティングデバイスを使巧して画面の右上隅にあ 
る上向き矢印または下向き矢印をクリックするか、キーボードの上向き矢印キーまたは下向 
き矢印キーを使用します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じて [Computer Setup] のメイン画面に戻るには、 esc 
キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 
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歐 を記： [Computer Setup] で項目間を移動したり項目を選択したりするには、ポインティングデ 
バイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボードを 
使巧します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. [ File ]、[ Security ]^ または [System Configuration ] メニューを選択します。 

[Computer Se 山 P ] のメニューを終了するには、な下のどれかの方まを選択します。 

• 変更を保存しないで [Computer Setup] メニューを終了するには、画面の左下隅にある [ Exit ] (終 
了）アイコンをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

tab キーおよび矢印キーを巧用して [ File ] 一 [Ignore changes and exit ] (変更を無巧して終了）の 
順に選択し、 enter キーを巧します。 

または 

• 変更を保存して [Computer Se 山 P ] メニューを終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保巧） 
アイコンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

tab キーおよび矢印キーを使用して [ File ] 一 [Save changes and exit ] (変更を保巧して終了）の 
順に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときにち効になります。 

[Computer Setup ] の工場出荷時設定の復元 

m ま記 . _ 工場出荷時の設定を復元しても、ハードドライブモード、パスワード設を、およびセキュリ 

ティの設定は変更されません。 

[Computer Se 山 p] のすベての設定を工場出荷時の設定に戻すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. flO キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは失印キーを巧用して [ File ] (ファイル）一 [Restore defaults ] (初 
期設定に戻す）の順に選巧します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. 変更を保存して終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコンをクリックし、画面 
に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] 一 [Save changes and exit ] (変更を保巧して終了）の順に選 t 尺し、 
enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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Computer Setup ] の メニユ ー 

このセクシヨンのメニューの表に 、 [Computer Setup ] のナプシヨンの概要を示します。 


鞍 を記： この章に記載されているに omputerSe 山 P ] の一部のメニュー項目は、お使いのコンピューター 
では使用できない場合があります。 


[ File ] (ファイル）メニユ 


設を内容 


System Information (システム情報） 


コンピューターおよびバッテリについての識別情報を表 
示します 


プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイズ、 
システム ROM 、 ビデオのリビジョン、キーボード コン 
トローラーのバージョンに ついての 仕様情報を表示しま 
す 


Set System Date and Time (システムの日付および時刻の設 
定） 


コンピューターの日付と時刻を設定したり変更したりします 


System Diagnostics (システム診断） 

• 

System Information (システム情報）：お下の情報が含ま 
れています 



。コンピューターおよびバッテリについての識別情報 



。 プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイ 

ズ、システム ROM、 ビデオのリビジョン、キー 
ボードコントローラーのバージョンについての仕 
様情報 


• 

Start- 叩 Test (起動テスト）：コンピューターを起動する 
ために必要なシステムコンポーネントを確認します 


• 

Run-In Test (実行時テスト）：システムメモリの包括的 
なチェックを実巧します 


• 

Hard Disk Test (ハードドライブテスト）：システム内 
の任意のハードドライブに対する包括的な自己診断テス 
卜を実行します 


• 

Memory Test (メモリテスト）：コンピューターに取り 
付けられているメモリの包巧的なテストを実行します 


• 

Battery Test (バッテリテスト）：コンピューターに取り 
付けられているバッテリの包括的なテストを実行します 


• 

Error Log (エラーログ）：エラーが発生した場合に口 
グファイルを表示します 


Reset BIOS security to factory default (BIOS セキユリテイを 
工場出荷時の設定に戻す） 

BIOS セキュリティを工場出荷時の設をに戻します 

Restore defaults (初期設定に復元） 

に omputer Set 叩]の設定を工場出荷時の設定に戻します（エ 
場出荷時の設定を復元しても、ハードドライブモード、パス 
ワード設定、およびセキュリティの設定は変更されません） 

Ignore changes and exit (変更を無視して終了） 

そのセッションで行った変更をキャンセルします。次に、 

に omputer Set 叩]を終了してコンピューターを巧起動します 

Save changes and exit (変更を保存して終了） 

そのセッションで巧った変更を保存します。次に、 [Computer 
Se 山 P] を終了してコンピューターを再起動します。変更した 
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選が 設定内容 


内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になりま 
す 


[ Security ] (セキュリティ）メニュ ー 


載を 記： ここに示すメニュー項目によっては、お使いのコンピューターでサポートされていない場合 
があります。 


選が 

設定内容 

Setup BIOS Administrator Password (BIOS 管理者■パスワード 
の設定） 

BIOS Administrator Password (BIOS 管理者パスワード）を 
設定します 

Password Policy (パスワードポリシ ー ）（BIOS administrator 
password か必要） 

パスワードポリシーの基準を修正します 

HP SpareKey 

[HP SpareKey ] をち効/無効にします（初期設定でち効に設定 
されています） 

Always Prompt for HP SpareKey Enrollment ([HP SpareKey ] 
への登録の確認を常に表示） 

[HP SpareKey Enrollment ] をち効/無効にします（初期設をで 
有効に設定されています） 

Fingerprint Reset on Reboot (If Present ) (再起動時に指紋認証 
をリセット（存在する場合）） 

指被認証システムのオーナーシップをリセット/消去します 
(一部のモデルのみ。初期設定で無効に設定されています） 

Change Password (パスワードの変更） 

巳 IOS administrator password を入力、変更、または削除しま 
す 

HP SpareKey Enrollment C[HP SpareKey ] の登録） 

パスワードを忘れてしまった場合に使用する、セキュリティ 
に関する質問と回答の組み合わせである [HP SpareKey ] を登 
録またはリセットします 

DriveLock Password (DriveLock パスワード） 

• システム内のハードドライブの DriveLock (ドライブ 
ロック）を有効/無効にします（初期設定で有効に設定 
されています） 

• DriveLock の user password (ユー ザーパスワード）ま 
たは master password (マスターパスワード）を変更 
します 

を記： コンピューターを再起動するのではなく、電源を入 
れて [Computer Setup ] を開いた場合にのみ、 DriveLock の設 
定植にアクセスできます 

Automatic DriveLock (自動 DriveLock ) 

自動 DriveLock のサポートをち効/無効にします 

TPM Embedded Security ( TPM 内蔵セキュリティ） 

TPM Embedded Security (トラステッドプラットフオーム 
モジュール巧蔵セキュリティ）のサポートを有効/無効にし 
て 、 [HP Embedded Security for ProtectTools ] の所ち者機能へ 
の不正なアクセスからコンピューターを保護します。詳しく 
は、 [ HPProtectTools ] ソフトウエアのヘルプを参照してくだ 
さい 

を記： この設定を変更するにはセットアップパスワードが 
必要です 

Disk Sanitizer (ディスククリーナ ー） 

メインハードドライブまたはアップグレードベイ内のドラ 
イブにあるすベてのデータを消去するディスククリーナーを 
実行します 
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選択 

設定内容 


を意： ディスククリーナーを実行すると、選おしたドライ 
ブのデータは完全に消去されます 

System IDs (システム ID ) 

コンピューターの、ユーザー定義のアセットタグおよび才一 
ナーシップ タグを入力します 


[System Configuration ] (システムコンフイギュレーシヨン）メニュ ー 


腎を 記： このセクションに記載されているメニュー項目の一部は、お使いのコンピューターではサ 
ポートされない場合があります。 


選択 

設を内容 

Language t 旨詰） 

[Computer Set 叩]の使用言語を変更します 

Boot Options (ブートオプション） 

• [Start 叩 Menu delay (in seconds )] (起動メ ニュー遅延 
(秒)）を設定します 

• [Mult 旧 oot ] (マルチブート）をち効/無効じします（初期 
設定で有効に設定されています） 

• [Express Boot Popup ] (高速ブートポップアップ）の遅 
延を秒単位で設定します 

• に ustomLogo ] (カスタムロゴ）をち効/無効にします 
(初期設定で無効に設定されています） 

• [Display Diagnostic URL ] (診断 URL の表示）を有効/無 
効にします（初期設定で有効に設定されています） 

• に D - ROMboot ] ( CD-ROM ブート）をち効/無効にしま 
す（初期設定でち効に設定されています） 

• [SD Card boot ] (SD 力ードブート）をち効/無効にしま 
す（初期設定でち効に設定されています） 

• [ Floppyboot ] (フロッピーディスクブート）をち効/無効 
にします（初期設定でち効に設定されています） 

• [PXE Internal N に boot ] (PXE 巧蔵 N にブート）をち 
効/無効にします（初期設定で有効に設定されています） 

• [UEFI Boot Mode ] (UEFI (Unified Extensible Firmware 
Interface ) ブートモード）をち効/無効にします（初期設 
定で無効に設をされています） 

• [Legacy Boot Order ] (レガシーブート順序）を設定しま 
す 

Device Configurations (デバイス構成） 

• USB レガシーサポートをち効/無効にします（初期設定 
でち効に設定されています） USB レガシーサポートを 
有効にすると、お下のことが可能になります 

。 Windows オペレーティングシステムが実巧されて 

いなくても、 USB 対応キーボードを [Computer 
SeUjp ] で使用できます 

。 コンピューターの USB コネクタに接続されている 

ハードドライブ、フロッピーディスクドライブ、 
およびオプティカルドライブを含めた、ブート巧 
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選が 


設定巧容 



能な USB デバイスからコンピューターを起動でき 
ます 

• 

パラレルコネクタのモードを、 [ECP (Enhanced 
Capabilities Port )]^ [ Standard ] (標準）、 [ Bidirectional ] 
(双方向）、または [EPP (Enhanced Parallel Port )] から選 
巧します 

♦ 

外部電源使用時のシステムのファンをち効/無効にします 
(初期設定で無効に設定されています） 

a 

[Data Execution Prevention ] (データ実行防止設定）を有 
効/無効にします（一部のモデルのみ）。実行時防止設定 
を有効にすると、一部のウィルスのコード実行をプロ 
セッサによって無効にでき、コンピューターの安全性が 
向上します（初期設定で無効に設定されています） 

• 

SATA (Serial Advanced Technology Attachment ) 了/く 
イスモードを設定します。下のオプションがありま 
す 


。 AHCI (Advanced Host Controller Interface ) 


。 IDE (Integrated Drive Electronics ) 


。 RAID (-部のモデルのみ） 


を記： 上記のオプションを利用できるかどうかは、コ 
ンピューターのモデルによって異なります 

• 

[Secondary Battery Fast Charge ] (セカンダリバッテリ 
の高速充電）をち効/無効にします（初期設定で有効に設 
定されています） 


[HP FastLook ] を有効/無効にします（初期設定でち効に 
設定されています） 

• 

[HP FastLook Boo リの [Preboot Authentication on ]( ブー 
卜前認証） をち効/無効にします（初期設定でち効に設定 
されています） 

占 

[HP QuickWeb ] を有効/無効にします（ネ刀期設定で有効に 
設定されています） 

• 

[HP QuickWeb Elevated Security ] をち効/無効にします 
(初期設定で無効に設定されています） 

• 

[Virtualization Technology ] (仮想化テク ノ □ジ） をち効/ 
無効にします（一部のモデルのみ。初期設定で無効に設 
定されています） 

• 

[Wake on USB ] (ウェイクオン USB ) を有効/無効にし 
ます（初期設定でち効に設定されています） 

• 

ブート時の Num Lock の状態を有効/無効にします（初期 
設定で無効に設定されています） 


TXT (インテル®トラステッド-エグゼキューション- 
テクノロジー）をち効/無効にします（一部のモデルの 
み。初期設定で無効に設定されています） 
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設定内容 


Built-In Device Options (内蔵デバイスオプション） 

• 

無線ボタンの状態をち効/無効にします（ネ刀期設定で有効 
に設定されています） 


• 

[Embedded WLAN Device Radio ] (内蔵無線 LAN デバイ 
スの無線）を有効/無効にします（一部のモデルのみ。初 
期設定で有効に設定されています） 


• 

ネットワークインタフエースコントローラー （ N に）を 
ち効/無効にします（初期設定でち効に設定されていま 
す） 


• 

内蔵 Bluetooth デバイスをち効/無効にします（初期設定 
でち効に設定されています） 


• 

[ LAN/WLAN Switching ] ( LAN / 無線 LAN の切り替え）を 
ち効/無効にします（初期設定で無効に設定されていま 
す） 


• 

[LAN Power Save ] ( LAN 節電）をち効/無効にします 
(-部のモデルのみ ）。 [LAN Power Save ] をち効にする 
と、 LAN を使巧していないときに電源を切ることによっ 
て電力を節約できます（初期設定でち効に設定されてい 
ます） 


• 

[Wake on LAN ] (ウェイクオン LAN ) の状態を設定しま 
す。レ:1下のオプションがあります 



。 Disabled (無効） 



。 巳 00 1 to Network (ネットワークからのブート） 



。 Follow Boot Order (ブート順序に従う） 


• 

[Notebook Upgrade Bay ] (コンピューター本体のアップ 
グレードベイ）のデバイスを有効/無効にします（初期 
設定で有効に設定されています） 


• 

[Power Monitor Circuit ] (電源モニター回路）をち効/無効 
にします（初期設定でち効に設定されています） 


• 

オーディオデバイスをち効/無効にします（初期設定で 
有効に設定されています） 


• 

指紋認証デバイスをち効/無効にします（ネ刀期設定で有効 
に設定されています） 


• 

モデムデバイスをち効/無効にします（初期設定でち効 
に設定されています） 


• 

マイクをち効/無効にします（初期設定でち効に設定され 
ています） 


• 

内蔵スピーカーをち効/無効にします（初期設定で有効に 
設定されています） 

Port Options (ポートオプション）（初期設定ですべて有効に 
設定されています） 

注記： すべてのポートオプシヨンが初期設定でち効に設定 
されています 


• 

シリアルポートをち効/無効にします 


• 

パラレルポートをち効/無効にします 


• 

フラッシュメディアリーダーをち効/無効にします 
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選が 設定内容 

- USB コネクタをち効/無効にします 

を意： USB コネクタを無効にすると、アドバンスト 
ポートリプリケータのマルチべイデバイスおよび 
ExpressCard デバイスも無効になります 

• 1394コネクタを有効/無効にします 

• ExpressCard スロットをち効/無効にします 

• スマートカードスロットを有効/無効にします 

• eSATA / USB コネクタを有効/無効にします 


Set Levels of Security (セキュリティレベルの設定） 

すべての BIOS メニュー項目のセキュリティレベルを変更す 
るか、表示または非表示にします 

Restore Security Defaults (セキュリティ初期設定の復元） 

セキュリティの初期設をを復元します 
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14 マルチブート 


ブートデバイスの順序について 

お使いの コン ピユーターを起動するとき、システムは有効なブートデバイスからブートします。 マル 
チブートユーティリティけ刀期設定の状態で有効に設定されています）を使巧すると、 コン ピユー 
夕一の起動時にデバイスを選択する順序を制御できます。 ブートデバイスには、オプティカルドラ 
イブ、フロッピーディスクドライブ、ネットワークインタフエースカード （N に）、ハードドライ 
ブ、 USB ドライブなどを含めることができます。ブートデバイスには、 コン ピユーターの起動や適 
切な動作に必要となる、ブート可能なメディアやファイルが含まれます。 


腎 を記： 一部のブートデバイスは、ブート順序に含める前に [Comp 山 er Setup] でち効に設定してお 
く必要があります。 


工場出荷時の設定では、コンピューターは、有効なブートデバイスおよびドライブベイをな下のよ 
うな順序で検索してブートデバイスを選択します。 


寶 を記： ブートデバイスおよびドライブベイの一部は、お使いのコンピューターでサポートされて 
いない場合があります。 

• コンピューター本体のアップグレードベイ 

• コンピューター本体のハードドライブ 

• USB フロッピーディスクドライブ 

• USB CD-ROM 

• USB ハードドライブ 

• ノートブック Ethernet (イーサネット） 

• SD (Secure Digital) メモリーカード 

• ドッキングデバイスのアップグレードベイ 

• 外付け SATA ドライブ 


[ComputerSetup] でブート順をを変更すれば、ブートデバイスの検索順序を変更できます。画面の下 
に [Press the ESC key for Startup Menu] という メツセー ジが表示されている間に esc キーを押してか 
ら、 f9 キーを押して変更することもできます。 f9 キーを巧すと、現在のブートデバイスを示す メニュ ー 
が表示され、ブートデバイスの選択が可能になります。または、 M 山 t 旧 oot Express を使用すれば、 
コンピューターを起動または再起動するたびにブートの場所を確認する画面が表示されるように設定 
することもできます。 

マルチブートが無効になっている場合は、ドライブ A ブートデバイスを最初に検索する、固をされた 
ブート順序が巧巧されます。見つからなかった場合は、コンピューターによってドライブ C ブート 
デバイスが検索されます。ドライブ A ブートデバイスには、オプティカルドライブやフロッピー 
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ディスクドライブなどがあります。ドライブ C ブートデバイスには、オプティカルドライブやハー 
ドドライブなどがあります。 

N ににドライブ文字は割り当てられません。 


鞍 を記； ブート CD のおまに応じて、オプティカルドライブ ( CD - ROM ドライブなど）はドライブ 
A またはドライブ C のどちらかとしてブートできます。 
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に omputerSetup ] でのブートデバイスのち効化 

USB デバイスまたは N にデバイスからブートするには、あらかじめ [Computer Se 山 P ] でデバイスを有 
効にしておく必要があります。 

[Computer Setup] を開始し、 USB デバイスまたは N にデバイスをブートデバイスとして有効にする 
には、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. け〇 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. USB ドライブ内または別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）に取り付けられたドラ 
イブ内のブート可能なメディアを有効にするには、ポインティングデバイスまたは矢印キーを 
使巧して [System Configuration ] (システム コンフィ ギュ レーシヨ ン） 一 [Device 
Configurations ] (デバイス構成）の順に選択します。 [USB legacy support ] (USB レガシーサ 
ポート）の横にある [ Enabled ] (有劾）が選択されていることを確認します。 


教ま 記. USB レガシーサポートを使用するには、 USB コネクタのオプションを有効にする必要 
があります。出荷時の設定では、有効になっています。 USB コネクタが無効になっている場合 

は、 [System Configuration ] 一 [Port Options ] (ポートオプション）の順に選択して、 [USB 
Port ] (USB ポート）の横にある [ Enabled ] をクリックして、再び有効にします。 


または 

N にデバイスを有効にするには、 [System Configuration ] 一 [Boot Options ] (ブートオプシヨ 
ン）の順に選択し、 [PXE Internal N に boot ] (PXE 内蔵 N にブート）の横にある [ Enabled ] をク 
リックします。 


4. 変更を保存して [Comp 山 erSe 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Ex け ] (変更を保巧して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


寶 を記： マルチブートを使用しないで N にを Preboot execution Environment (PXE) サーバーまた 
は Remote Program Load (RPL) サーバーに接結するには、画面の下に [Press the ESC key for Startup 
Menu] メッセージが表示されている間に esc キーを押し、次にすばやく f12 キーを押します。 
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ブート順序の変更に関するを意 

ブート順序を変更する場合には、な下の点にを意してください。 

• ブート順序を変更した後でコンピューターを再起動すると、コンピューターは新しいブート順を 
で起動されます。 

• 複数の種類のブートデバイスがある場合、オプティカルデバイスを除く同じ種類の最ネ刀のデバ 
イスを使用してブートされます。たとえば、ハードドライブが取り付けられている別売のドツキ 
ングデバイス（一部のモデルのみ）がコンピューターに接続されている場合、このハードドラ 
イブは 「 USB ハードドライブ」としてブート順巧に表示されます。システムが USB ハードドラ 
イブからブートできない場合は、ハードドライブベイのハードドライブからはブートされませ 
ん。代わりに、ブート順を内で2番目の種類のデバイスからブートされます。ただし、オプティ 
カルデバイスが2つあり、メディアが巧入されていないかブートディスクでないために最初の 
オプティカルデバイスからブートされない場合は、2番目のオプティカルデバイスからブート 
されます。 

• ブート順序を変更すると、論理ドライブ名も変更されます。たとえば、 C ドライブとして作成さ 
れたディスクが挿入されている CD - ROM ドライブから起動する場合、この CD - ROM ドライブが 
C ドライブになり、ハードドライブベイ内のハードドライブが D ドライブになります。 

• [Computer Setup ] の [ Built-In Device Options ] (内蔵デバイスオプション）メニューで N にデバイ 
スが有効に設をされている場合にのみ、 N にからコンピューターをブートできます。 N にから 
ブートしても、論理ドライブの指定には影響しません。 N ににドライブ名が関連付けられていな 
いためです。 

• 別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）内のドライブのブート順巧は、外付け USB デ 
バイスと同様に巧われます。 
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マルチブート設定の選択 

マルチブートを使巧すると、な下のことが巧能になります。 

• [Computer Setup] でブート順巧を変更することで、コンピューターを起動するたびに使巧される 
ブート順序を新しく設定します。 

• ブートデバイスを動的に選択するには、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] という 
メッセージが表示されている間に esc キーを押し、次に f9 キーを押して、ブートデバイスの才 
プシヨ ンメニ ューに入ります。 

• Mult 旧 oot Express を使巧して可変ブート順巧を使用する、この機能によって、コンピューター 
の起動または再起動のたびにブートデバイスの確認メッセージが表示されます。 

[Computer Setup] での新しいブート順序の設定 

[ComputerSetup] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびに、使用されるブートデバ 
イスの順をを設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または巧起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを巧して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧巧してリストからデバイスを選択します。 

4. デバイスのブート順巧を上げるには、ポインティングデバイスを使用してデバイス名の横にあ 
る上向き矢印をクリックするか、 + キーを押します。 

または 

デバイスのブート順巧を下げるには、ポインティングデバイスを使用してデバイス名の横にあ 
る下向き矢印をクリックするか、 ーキ ーを巧します。 

5. 変更を保巧して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Ex け ] (変更を保巧して終了）の順 
に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

巧キーの画面を使用したブートデバイスの動的な選択 

現在の起動でブートデバイスを動的に選巧するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れる力、再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] メッ 
セージが表示されている間に esc 年一を押して、 [Select Boot Device] (ブートデバイスの選 
択）メニューを開きます。 

2. f9 キーを押しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用してブートデバイスを選択し、 enter キーを押し 
ます。 

変更はずぐに有効になります。 
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MultiBoot Express プロンプトの設定 

[Computer Se 山 P ] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびにマルチブートの起動場所 
を指定するメニューが表示されるように設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. f10 キーを押して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [System Configuration ] (システムコンフィ 
ギュレーション）一 [Boot Options ] (ブートオプション）の順に選択し、 enter キーを押しま 
す。 

4. [Express Boot Popup Delay ( Sec )] (高速ブートポップアップ遅延（救））フイールドで、現在 
のマルチブート設をが使用される前に起動場所メニューが表示される時間を砂単位で入力します 
(0 を選択すると、 Express Boot 起動場戸斤メニューは表示されません）。 

5. 変更を保巧して [ComputerSetup] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了）の順 
に選巧し、 enter キーを巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときにち効になります。 

MultiBoot Express 設定の入力 

起動時に [Express Boot] (高速ブート）メニューが表示された場合は、な下の操作を行います。 

• [Express Boot] メニューからブートデバイスを指をするには、割り当て時間巧に目的のデバイス 
を選択し、 enter キーを押します。 

• 現在のマルチブート設定が巧巧されないようにするには、割り当て時間が終わる前に、 enter キー 
の•外の任意のキーを押します。ブートデバイスを選択して enter キーを押すまで、コンピュー 
夕一は起動しません。 

• 現在のマルチブート設定を使巧してコンピューターを起動するには、割り当て時間が終わるまで 
何も操作を行わずに待ちます。 
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15 管理および印刷 


Client Management Solutions ] の使用 

[Client Management Solutions] ソフトウェアは、ネットワーク環境にあるデスクトップコンピュー 
夕一、 ワークステーシヨン、ノートブックコンピューター、およびタブレット PC の管理の分野で、 
業界標準仕様のソリューシヨンを提供しています。 

Client Management の主要な機能と特長はな下のとおりです。 

• 初期のソフトウェアイメージの展開 

• リモートでのシステムソフトウェアのインストール 

• ソフトウてアの管理およびアップデート 

• ROM の更新 

• コンピューターの資産情報の管理機能およびセキュリティ機能（コンピューターの資産とは、取 
りかけられているハードウェアやインストールされているソフトウェアのことです） 

• -部のシステムソフトウエアおよびハードウエアコンポーネントの障害通知および復旧機能 


野を 記： この章で説明される機能のサポートは、コンピューターの種類やインストールされている管 
理ソフトウエアのバージョンによって異なることがあります。 


ソフトウェアイメージの設定および展開 

お使いのコンピューターには、システムソフトウェアイメージがプリインストールされています。 
出荷時のソフトウェアイメージは、コンピューターの初回のセットアップ時に設定されます。ソフト 
ウェアの「展開 J が行われた後、コンピューターは使用可能な状態になります。 

な下のどれかの方まで、カスタマイズされたソフトウェアイメージを展開（配布）できます。 

• プリインストールされたソフトウェアイメージを展開した後、追加するアプリケーシヨンをイ 
ンストールする 

• [Altiris Deployment Solutions] など のソフト勺 ェアの導入用ツールを使用して、プリインストー 
ル ソフトウェアをカスタマイズされたソフトウェアイメージに置き換えて使巧する 

• ディスク複製手順を使巧して、ハードドライブの内容を別のハードドライブにコピーする 

最適なコンピューター環境の構築方法は、巧属する企業の情報技術システムインフラや作業内容に 
よって異なります。 


賢 を記： [Computer Se 山 P ] およびその化のシステム機能によって、コンフィギユレーシヨンマネジメ 
ント機能、トラブルシューティング、電源管理、およびシステムソフトウェアの復元を利用できま 
す。 
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ソフトウェアの管理およびアップデート 

HP では、クライアントコンピューター上のソフトウェアの管理およびアップデートを行うための ly * * 
下の ツールを 提供しています。 

• HP Client Manager for Altiris (—部のモデルのみ） 

腎 ま記： [HP Client Managerfor Altiris] をダウンロードする場合、または [HP Client Manager for 
Altiris] の詳細を参照する場合は、 HP の Web サイト、 httD://www.hp.com/ (英語サイト）にアク 
セスしてくださし、。 

• HP CCM (HP Client Configuration Manager) (—部のモデルのみ） 

• HP SSM (HP System Software Manager) 

HP Client Manager for Altiris (— 部のモデルのみ） 

[HP Client Manager for Altiris] は Altiris ソフトウェアに HP のインテリジェントマネジメント機能を統 
合します。 [HP Client Manager for Altiris] は、 HP のデバイスにな下のような優れたハードウェア管理 
機能を提供します。 

• 資産管理巧のハードウェアインベントリの詳細表示 

• システムの状態検査の監視および診断 

• 温度異常やメモリ異常の警告など、ビジネスに重大な影響を及ぼす可能性がある事まに関する、 
Web サイトを利巧したレポート 

• システムソフトウェア（デバイスドライバーやシステム BIOS など）のリモートアップデート 

鞍 を記. [HP Client Managerfor Altiris] を別売の Altiris ソリューシヨンソフトウェアとともに使巧する 
と、さらに機能が追加されます。 

クライアント コン ピューターにインストールされている [HP Client Manager for Altiris] を、管理用 コン 
ピューターにインス I ルされている Altiris ソリューシヨンソフトウェアとともに使巧すると、な下 
の IT ライフサイクル分野において、管理機能が向上し、 HP クライアントデバイスのハードウェアの 
中央管理機能が提供されます。 

• インベントリおよび資産管理 

。 ソフトウェアライセンスの準拠 
。 コンピューターの管理および報告 

。 コンピューターのリース契約情報および固定資産の管理 

• システムソフトウェアの展開および移行 
。 Windows への移行 

。 システムの展開 
。 個人設をの移行 
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• ヘルプデスクおよび問題解決 

。 ヘルプデスクチケットの管理 
。 リモートでのトラブルシユーティング 

。 リモートでの問題解ま 

。 クライアントでの問題修復 

• ソフトウ王アおよび操作の管理 
。 クライアント管理の実行 

。 HP システムソフトウェアの展開 

。 アプリケーシヨンの自己修復（アプリケーシヨンの一部の問題を検出し、修復する機能） 

Altiris ソリユーシヨンソフトウェアには、使いやすいソフトウェア配布機能も含まれています。 [HP 
口 ient Manager for Altiris] によって Altiris ソリユーシヨンソフトウェアとの通信が可能になります。 
Altiris ソリユーシヨンソフトウェアを使用すると、簡単なウィザードに沿って、新しいハードウェア 
の展開や新しいオペレーティングシステムへの個人設定の移行を完了できます。 [HP Client Manager 
forAltir 间は HP の Web サイトからダウンロードできます。 

Altiris ソリユーシヨンソフトウェアを [HP System Software Manager] または [HP Client Manager for 
Altir 间と組み合わせて使用すると、管理をはシステム BIOS およびデバイスドライバーのソフトウェ 
アを中央管理コンソールからアップデートすることもできます。 
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HP CCM (HP Client ConUguration Manager) (— 部のモデルのみ） 

HPCCM を使巧して、オペレーテイングシステム、プログラム、ソフトウェアの更新、コンテンツ、 
および構成設定などのソフトウてアの管理を自動化することで、それぞれのコンピューターが正しい 
構成で管理されます。こうした自動化された管理ちまによって、常にソフトウ X アを管理できます。 

HPCCM を使巧すると、な下のタスクを実行できます。 

• 複数のプラットフォームにわたってハードウェアおよびソフトウェアインベントリを収集する 

• 配布の前にソフトウ I アパッケージを準備し、影響を分析する 

• ポリシーに従い、個々のコンピューター、ワークグループ、またはコンピューターのグループ全 
体を対象にして、ソフトウェアとコンテンツの展開および メ ンテナンスを行う 

• 分散したコンピユーター上にあるオペレーテイングシステム、アプリケーシヨン、およびコン 
テンツを巧意の場所からプロビジョニングして管理する 

• HP CCM をヘルプデスクやその他のシステム管理ツールと統合することによって、継続的な運 
用を実現する 

• 串り巧しているすべての企業巧ユーザーのために、あらゆるネットワーク上にある標準的なコン 
ピューター機器のソフトウェアおよびコンテンツを管理するため、共通インフラをま用する 

• 企業ニーズを満たすように規模を変更する 


158第15章管理および印刷 


HP SSM (HP System Software Manager) 

HPSSM を使用すると、複数のシステムにおいてシステムレベルのソフトウェアをリモートで同時に 
更新できます。クライアントコンピューター上で HP SSM を実行すると、 HP SSM はハードウェア 
およびソフトウェアのバージョンを検出し、検証ミきみのファイルサ ー/ く一から指定されたソフトウェ 
アを更新します。 HP SSM でサポートされるドライバーのバージョンは、 HP のドライバーのダウン 
口ードサイトおよびサポートソフトウェア CD に、独自のアイコンで示されています。 HPSSM ュー 
ティリティのダウンロードまたは HPSSM について詳しくは、 HP の Web サイト、 http://www.hp.com/ 
go/ssm/ (英語サイト）を参照してください。 
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HP ユニバーサルプリンタードライバーの使用（一部のモデ 
ルのみ） 

Windows 用 HP ユニ/くーサルプリンタードライバーは単一のインテリジェントドライバーであり、 
HP のネットワークプリンター用の各ドライバーと置き換わるものです。 


をを 記. HP ユニバーサルプリンタードライバーは一部のモデルの コン ピューターにのみプリインス 
卜ールされています。 HP ユニバーサルプリンタードライバーのダウンロードまたはその使用方まに 
ついて詳しくは、 HP の Web サイト、 http://www.hp.com/qo/universalprintdriver/ (英語サイト）を参 
照するか、 http://www.hp.com/support/ から国または地域を選択し、お使いの製品の名称を入力してプ 
リンタードライバーを検索してください。 


HP ュニ/くーサルプリンタードライバーを使用して印刷するには、な下の操作を行います。 

1. 使巧しているアプリケーシヨンで、[ファイルト[印刷]の順に選がします。 

2. プリンターの一覧から [HP Universal Printing PS ] を選択します。 

3. [印届 IJ ] をクリックします。 

4. プリンターの IP アドレスまたはネットワークパスを入力します。 


腎 を記： プリンターの IP アドレスまたはネットワークパスが特定できない場合には、システム 
管理をに問い合わせてください。 


5. [このプリンターを[プリンターと FAX ] フォルダーに追加]チェックボックスにチェックを入れま 
す。 

6. [印届 IJ ] をクリックします。 


160第15章管理および印刷 







16 コンピューターの手入れ 


清掃用の製品 

お使いのコンピューターをま全に清掃および消毒するには、な下の製品を使用します。 

• 濃度が0.3%までのジメチルベンジル塩化アンモニウム（使い捨て除菌シートなど。これらの 
シートはさまざまな商品名で販売されています） 

• ノンアルコールの メガネ用液体クリ ー ナ ー 

• ほ刺激性の液体石けん 

• 乾いたマイクロファイバーのクリーニングクロスまたはセーム皮（油分を含まない、静電気防 
止布） 

• 静電気防止クリーニングシート 

A を意:■— な下の清掃用製品は使巧しないでください。 

アセトン、アルコール、塩化アンモニウム、塩化メチレン、炭化水素などの強力な溶剤を使巧する 
と、ノートブックコンピューターまたはタブレット PC のま面に修復できない傷が付いてしまう可能 
性があります。 

ペーパータオルなどの繊維素ネオを使用すると、コンピューターに傷が付く可能性があります。時間が 
たつにつれて、ほこりの粒子やホミ争剤がその傷の中に入り込んでしまう場合があります。 
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清掃手順 

お使いのコンピューターを安全に清掃するため、このセクシヨンの手順に沿つて作業をしてくださ 
い。 


A 警告！ 感電やコンポーネントの損傷を防ぐため、電源が入っているときにコンピューターを清掃し 
ないでください。 

コン ピューターの電源を切ります。 

外部電源を取り外します。 

電源が供給されていたすベての外イ寸けデバイスを取り外します。 

A を意： コンピューターにミ先ミ争剤などの液体を直接巧きかけないでください。表面から流れ落ちた液 
体によって、内部のコンポーネントに回復できない損傷を与える可能性があります。 


ディスプレイの清掃 

ディスプレイは、ノンアルコールのメガネ用洗剤で湿らせた柔らかい布でやさしく巧いてくださし、。 
ディスプレイのカバーを閉じる前に、ディスプレイが乾いていることを確認してください。 

側面と カバーの 清掃 

側面と力/く一を清掃および消毒するには、上記のどれかの洗;’争液で湿らせた、柔らかいマイクロファ 
イバーのクロスまたはセーム皮を使巧するか、条件に合った使い捨て除菌シートを使巧してくださ 
い。 


鞍を 記： ノートブックコンピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去するため、円 
を描くようにがいてください。 


タツチパッドとキーボードの清掃 


A を意： タ ツチパツ ドとキーボードを清掃する場合は、キーとキーの間に洗剤などの液体が垂れない 
ようじしてください。これによって、内部のコンポーネントに回復できない損傷を与える可能性があ 
ります。 


• タッチパッドとキーボードを清掃および消毒するには、上記のどれかの洗を液で湿らせた、柔ら 
かいマイクロファイバーのクロスまたはセーム皮を巧巧するか、を件に合った使い捨て除菌シー 
卜を使巧してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーボードからごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くには、圧縮空気が入ったストロー付きの击を使巧してください。 


A 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを使用してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくること 
があります。 
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